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１　木や花をたいせつにし
美しいまちをつくろう

２　ともに学びあい
心やからだをきたえよう

３　明るい家庭をつくり
若い力を育てよう

４　よく働き
豊かなくらしをともにしよう

５　協力し助けあい
住みよいまちにしよう
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◆平成３０年度税制改正…３面　◆日頃から災害への備えを万全に…５面　◆成人歯科検診・後期高齢者歯科健康診査…７面
◆東京都シルバーパス更新手続き…８面　◆ＬＥＤ交換キャンペーンを新たな仕組みで開始します…９面

第５３回青梅マラソン大会参加者募集
申し込みに関する大会要項の配布を開始します

開催日　平成３１年２月１７日（日）
★１０キロの部…午前９時３０分スタート
★３０キロの部…午前１１時３０分スタート

★郵便振替用紙による申し込み

　郵便振替による申し込みは、大会当日に６３歳以上の方および高校生限定

となりますので、ご注意ください。

▽大会要項配布期間…８月２２日（水）～９月３日（月）

▽申し込み期間…８月３１日（金）～９月７日（金）

★インターネット・ロッピーによる申し込み

▽大会要項配布期間…８月２２日（水）～９月２３日（祝）

▽  申し込み期間…９月２１日（金）～２７日（木）

※ ２１日～２３日の３日間は、正午から先着順に受け付けを開始し、各日の

定員になりしだい締め切ります。３日間で定員に達しなかった場合のみ、

２４日の午前１０時から最長２７日まで継続して受け付けます。

※ロッピーとは、ローソン・ミニストップの店頭端末です。

★大会要項配布場所

▽  総合体育館、青梅市役所（１階総合案内、３階スポーツ推進課）、奥多摩

町役場、奥多摩文化会館

※ インターネット・ロッピーによる申し込みに関する大会要項は、市内の各

市民センター、都内のスポーツ用品店等でも配布します。また、大会公式

ホームページ、市ホームページの大会ページからもダウンロードできます。

※ 大会要項は、配布期間内であってもなくなりしだい配布を終了します。大

会要項の増刷は行いません。

★大会概要

参加資格

▽国内・外国招待選手　　 ▽陸連登録競技者、陸連未登録競技者

▽制限時間内に走れる走力のある方

▽３０キロの部については、大会当日満１８歳以上であること

▽いずれも健康であり、本大会要項を遵守できる方

※大会当日の出場は、エントリーをした本人に限る。代理出走は認めない。

※参加種目は１種目に限る。エントリー後の参加種目の変更は認めない。

種目

★ １０キロの部　 ▽ 男子…高校生、４０歳代、５０歳代、６０歳代、７０

歳以上 ▽女子…高校生、４０歳未満、４０歳代、５０歳代、６０歳以上

★ ３０キロの部　 ▽ 男子…４０歳未満（１８歳以上）、４０歳代、５０歳

代、６０歳以上 ▽女子…４０歳未満（１８歳以上）、４０歳代、５０歳代、

６０歳以上

制限時間

★１０キロの部　１時間２０分

★３０キロの部　４時間

参加費

★１０キロの部　一般５, ０００円、高校生３, ０００円　　

★３０キロの部　７, ０００円

※郵便振替用紙による申し込みは、別途事務手数料５００円がかかります。

※大会要項に掲載の申し込み規約に同意のうえ、お申し込みください。

問い合わせ

▽  青梅マラソン大会事務局☎２４－６３１１（土・日曜日、祝日、第１水
曜日を除く午前８時３０分～午後５時１５分）

▽  青梅マラソンエントリー事務局（スポーツエントリー内）　０１２０－
７１１－９５１（土・日曜日、祝日を除く午前１０時～午後５時３０分）
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． ．広報おうめ
【한국어】저희 오우메시 홈페이지는 영어, 중국어, 광동어, 한국어, 스페인어, 독일어로도 볼 수 있습니다.

【普通话】青梅市政府网页还提供以上语言：英语，普通话，广东话，韩语，西班牙语和德语．
【粵語】青梅市政府網頁還提供以上語言：英語，普通話，粵語，韓語，西班牙語和德語．
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特

別

相

談

多

重

債

務

110

番

　都
と
連
携
し
て
多
重
債
務

特
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

借
金
の
こ
と
で
お
困
り
の
方

は
、ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日 

時

　９
月
４
日
（
火
）

　午

後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

会
場

　市
役
所
３
階
相
談
室

相 

談
員

　司
法
書
士
ま
た
は

火
葬
場
の
定
期
修
繕
に
伴
う
使
用
制
限

　火
葬
場
火
葬
炉
定
期
修
繕
に

伴
い
、
一
部
火
葬
炉
が
使
用
で

き
な
く
な
る
た
め
、
火
葬
場
使

用
受
付
を
一
部
の
時
間
帯
に
制

限
し
ま
す
。

　ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

使
用
制
限
期
間

　８
月
27
日

（
月
）
〜
９
月
１
日
（
土
）

使
用
可
能
時
間

　午
前
９
時
、

９
時
30
分
、
11
時
30
分
、
正

午
、
午
後
２
時
、
２
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　市
民
斎
場
☎

22
・
５
２
０
０

９

月

定

例

議

会

　平
成
30
年
青
梅
市
議
会
定

例
会
９
月
定
例
議
会
が
、
９

月
６
日
（
木
）
の
午
前
10
時

か
ら
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　初
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る

内
容
は
、
議
案
審
議
、
一
般

質
問
な
ど
で
す
。

　原
則
と
し
て
ど
な
た
で
も

傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

　詳
細
な
日
程
に
つ
い
て

は
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
８
月
５
日
発
行
の

「
お
う
め
市
議
会
だ
よ
り
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　市
議
会
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
定
例
議
会
の
内
容
や

市
議
会
議
員
の
紹
介

な
ど
の
情
報
を
お
伝

え
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
本
会
議
録
お
よ
び

委
員
会
記
録
に
つ
い

て
は
、
会
議
録
検
索
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
ご
覧
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　本
会
議
の
様
子
は
、
映
像

配
信
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ
ブ
・
録

画
中
継
を
し
て
お
り
、
パ
ソ

コ
ン
の
ほ
か
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　議
会
事
務
局

日 

時

　８
月
21
日
（
火
）

　午

後
２
時
〜
４
時
30
分

会 

場

　市
役
所
議
会
棟
３
階
第

３
委
員
会
室

内 

容

　保
有
個
人
情
報
を
取
り

扱
う
事
務
に
つ
い
て
の
報
告
等

傍
聴
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い

青
梅
市
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
運
営
審
議
会

定
員

　５
人
（
抽
選
）

傍 

聴
受
付

　当
日
の
午
後
１
時

30
分
〜
45
分
に
会
場
入
り
口

で
問 

い
合
わ
せ

　文
書
法
制
課
情

報
公
開
文
書
係

平

成

30

年

秋
の

交

通

安

全

講

習

会

　交
通
事
故
の
防
止
を
図
る

た
め
、
市
民
を
対
象
に
、
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　映
画
の
ほ
か
、
事
故
の
実

例
な
ど
か
ら
交
通
安
全
に
つ

い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　高
齢
者
が
関
与
す
る
交
通

日程 会場

８月２５日（土） 河辺北会館

　　２７日（月） 霞共益会館

　　２８日（火） 梅郷市民センター

　　２９日（水） 沢井市民センター

　　３０日（木） 青梅市民センター

　　３１日（金） 成木市民センター

９月　１日（土） 河辺南自治会館

　　　３日（月） 今井市民センター

　　　４日（火） 東青梅市民センター

　　　５日（水） 小曾木市民センター

　　　６日（木） 新町市民センター

　　　７日（金） 長淵市民センター

※各会場とも午後７時開会

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
悲

惨
な
交
通
事
故
を
防
止
す
る

た
め
、
多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　青
梅
警
察
署

☎
22
・
０
１
１
０
、
市
市

民
安
全
課
市
民
安
全
係

　第
１
支
会
は
東
か
ら
勝

沼
・
西
分
・
住
江
・
本
・
仲
・

上
・
森
下
・
裏
宿
・
天
ケ
瀬
・

滝
ノ
上
・
大
柳
・
日
向
和
田

の
12
町
19
自
治
会
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
総
会
は
４
月

の
中
頃
に
行
わ
れ
、
支
会
長

の
任
期
は
１
年
で
任
期
終
了

後
、
青
梅
大
祭
の
実
行
委
員

長
と
な
り
ま
す
。

　第
１
支
会
の
主
な
行
事
は

何
と
い
っ
て
も
５
月
２
・
３
日

に
開
催
さ
れ
る
青
梅
大
祭
で
、

年
間
を
通
し
て
各
町
準
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

行
事
と
し
て
は
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
、
防
災
訓
練
、
市
民

運
動
会
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル

フ
大
会
、
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大

会
の
ほ
か
、
青
少
年
対
策
青

梅
地
区
委
員
会
で
も
各
種
行

事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　私
の
住
む
日
向
和
田
を
紹

介
し
ま
す
。

　第
１
支
会
の
中
で
最
も
西

側
に
あ
る
日
向
和
田
は
、
１

〜
３
の
各
丁
に
自
治
会
が
あ

り
、
各
丁
の
５
役
で
連
合
自

治
会
を
形
成
し
、
第
１
支
会

に
関
わ
る
行
事
は
連
合
自
治

会
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
自
治
会
の
５
役

は
、
和
田
乃
神
社
の
役
員
と

な
り
、
神
社
の
例
大
祭
へ
の

協
力
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　独
自
の
活
動
と
し
て
は
、

11
月
末
に
青
梅
消
防
署
日
向

和
田
出
張
所
や
地
元
消
防
団

の
協
力
の
も
と
、
内
容
の
濃

い
防
災
訓
練
を
行
い
、
防
災

意
識
を
高
め
て
い
ま
す
。

▽ 

青
梅
市
自
治
会
連
合
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
H Phttp://

w
w
w
.o
m
e
-re
n
g
o
u
.

jp/

問
い
合
わ
せ

　市
民
活
動
推

進
課

自
治
会
活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー
37

第
１
支
会
お
よ
び
日
向
和
田
町
の
紹
介

青
梅
市
自
治
会
連
合
会
第
１
支
会
長

　浅
見
俊
行

国
民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
を

民
間
委
託
し
て
い
ま
す

　日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
方
に
対
し
て
、
電
話
・
文

書
・
戸
別
訪
問
に
よ
る
保
険
料

の
納
付
の
案
内
業
務
を
民
間
委

託
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

受 

託
事
業
者

　日
立
ト
リ
プ
ル

ウ
ィ
ン
㈱

０
１
２
０
・
211

・
231

※ 

訪
問
員
が
訪
問
す
る
際
は
、

日
本
年
金
機
構
が
発
行
し
た

顔
写
真
入
り
の
身
分
証
明
書

を
提
示
し
ま
す
。

※ 

訪
問
員
が
現
金
、
通
帳
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
を

預
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

※ 

民
間
委
託
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
H Phttp://w
w
w
.n

enkin.g
o.jp

で
確
認
で
き

ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　青
梅
年
金
事
務

所
☎
30
・
３
４
１
０

　市
で
は
、
単
身
等
で
葬
儀
や

納
骨
等
を
任
せ
ら
れ
る
親
族
等

が
い
な
い
市
民
に
対
し
、
葬
儀

の
生
前
契
約
の
サ
ポ
ー
ト
を
目

的
と
し
た
「
青
梅
市
葬
儀
生
前

契
約
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
実
施

に
あ
た
り
、
市
内
葬
祭
事
業
者

向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

青
梅
市
葬
儀
生
前
契
約
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

市
内
葬
祭
事
業
者
向
け
説
明
会

日 

時

　８
月
24
日
（
金
）

　午

後
２
時
か
ら

会
場

　市
役
所
２
階
206
会
議
室

対 

象

　市
内
に
本
店
・
支
店
等

の
業
務
拠
点
を
有
す
る
葬
祭

事
業
者

問 

い
合
わ
せ

　生
活
福
祉
課
生

活
自
立
支
援
担
当

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
職
員
募
集

　市
で
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
業
務
に
従
事
す

る
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

応 

募
資
格

　普
通
自
動
車
運

転
免
許
を
お
持
ち
で
、
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
資
格

を
有
す
る
方

任 

用
期
間

　10
月
〜
平
成
31

年
３
月
31
日

※ 

勤
務
実
績
に
よ
り
更
新
可

勤 

務
日
時

　月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く

業 

務
内
容

　相
談
、
介
護
予

防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
等

募
集
人
数

　１
人

賃 

金

　日
額
１
万
２
千
671
円

※ 

別
途
通
勤
手
当
等
の
支
給

あ
り

選 

考
方
法

　資
格
審
査
（
１

次
）、
面
接
試
験
（
２
次
）

※ 

面
接
の
日
時
は
、
別
途
連

絡
し
ま
す
。

青梅都市計画青梅駅前西地区地区計画 （原案） ・
青 梅 都 市 計 画 青 梅 駅 前 地 区 第 一 種 市 街 地
再 開 発 事 業 （ 原 案 ） の 縦 覧 お よ び 説 明 会

　市では、ＪＲ青梅駅前の西側において、①青梅都市計画青梅駅前西地区地

区計画（原案）および②青梅都市計画青梅駅前地区第一種市街地再開発事業

（原案）を作成しましたので、縦覧および説明会を開催します。

　この地区計画（原案）および市街地再開発事業（原案）は、老朽化した共

同ビルや周辺の木造建築物等の敷地の統合を行い、敷地内に有効な空
くう

地
ち

を確

保し、緊急車両が進入可能な区画道路や有効空地を整備するとともに、土地

の高度利用と都市機能の更新を図り、商業と住宅等が高度に融合する複合型

居住施設の形成を目的としています。

縦 覧期間　８月２９日（水）まで　午前

８時３０分～午後５時

※土・日曜日を除く

説明会の日時・会場

▽  第１回…８月１８日（土）　午後３時か

ら・市役所２階２０４・２０５会議室

▽  第２回…８月２２日（水）　午後７時か

ら・市役所２階２０４・２０５会議室

意 見書の提出　①および②に意見のある

市民および利害関係者は、意見書を提

出することができます。

提 出期間　①９月５日（水）②８月２９

日（水）の午後５時まで

※土・日曜日を除く

縦 覧場所・提出先・問い合わせ　都市計

画課（市役所５階）

ＪＲ青梅駅

①地区計画区域図

JR青梅駅

②市街地再開発事業区域図

応 

募
方
法

　８
月
31
日
（
必

着
）
ま
で
に
高
齢
介
護
課

（
市
役
所
１
階
）
に
備
え

付
け
の
申
込
書
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

直
接
持
参

※ 

土
・
日
曜
日
の
申
込
書
の

配
布
お
よ
び
受
付
は
で

き
ま
せ
ん
。

問 

い
合
わ
せ

　高
齢
介
護
課

包
括
支
援
係

弁
護
士

相
談
時
間

　１
件
30
分

費
用
無
料

申 

し
込
み

　電
話
で
市
市
民

安
全
課
市
民
相
談
係
へ

▲  施行区域

※ 区域図は「青梅都市計画青梅駅前西
地区地区計画　位置図」および「青梅
都市計画青梅駅前地区第一種市街地
再開発事業　位置図」より一部抜粋
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個
人
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

　さ
ま
ざ
ま
な
形
で
働
く
人

を
応
援
し
、「
働
き
方
改
革
」

を
後
押
し
す
る
観
点
か
ら
、

給
与
所
得
控
除
・
公
的
年
金

等
控
除
の
制
度
の
見
直
し
を

図
り
つ
つ
、
一
部
を
基
礎
控

除
に
振
り
替
え
る
等
の
対
応

が
平
成
33
年
度
か
ら
行
わ
れ

ま
す
。（
図
１
）

　給
与
所
得
控
除
・
公
的
年

金
等
控
除
の
引
き
下
げ
と
と

も
に
、
基
礎
控
除
が
同
額
引

き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　給
与
所
得
・
公
的
年
金
収

入
等
が
両
方
あ
る
場
合
は
、

控
除
の
引
き
下
げ
は
10
万
円

と
な
り
ま
す
。

●
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

▽�

給
与
所
得
控
除
額
の
上

限
が
適
用
さ
れ
る
給
与

収
入
は
１
千
万
円
か
ら

850
万
円
に
引
き
下
げ
ら

れ
ま
す
。

▽�

給
与
所
得
控
除
の
上
限
額

は
220
万
円
か
ら
195
万
円

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

※�
基
礎
控
除
へ
の
振
り
替
え

分
に
加
え
、
給
与
所
得
控

除
の
上
限
額
を
さ
ら
に

15
万
円
引
き
下
げ
ま
す
。

▽�

子
育
て
や
介
護
を
行
っ
て

い
る
者
（
22
歳
以
下
の
扶

養
親
族
や
特
別
障
害
者
控

除
の
対
象
と
な
る
扶
養
親

族
等
が
同
一
生
計
内
に
い

る
者
）
の
負
担
増
が
生
じ

な
い
よ
う
に
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

●�

公
的
年
金
等
控
除
の
見
直

し
▽�

公
的
年
金
等
収
入
が

１
千
万
円
超
の
場
合
、
公

的
年
金
等
控
除
額
に
上

限
が
設
定
さ
れ
ま
す
。

※�

控
除
の
上
限
額
は
195
万
５�

千
円
（
基
礎
控
除
へ
の
振

り
替
え
分
を
含
む
）

▽�

公
的
年
金
等
収
入
以
外
の

所
得
金
額
が
１
千
万
円
超

の
場
合
、
公
的
年
金
等
控

除
額
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま

す
。

※�

他
の
所
得
が
１
千
万
円
超

…
△
10
万
円
、
２
千
万
円

超
…
△
20
万
円

●�

基
礎
控
除
の
見
直
し

　基
礎
控
除
額
に
つ
い
て
、

合
計
所
得
金
額�

２
千
400�

万
円
超
で
逓
減
し
始
め
、

２
千
500
万
円
超
で
消
失
す
る

仕
組
み
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

（
表
１
）

●�

非
課
税
措
置
に
関
す
る
見

直
し

　非
課
税
措
置
の
対
象
と
な

る
障
害
者
、
未
成
年
者
、
寡

婦
お
よ
び
寡
夫
の
前
年
の
合

計
所
得
金
額
が
現
行
の
125
万

円
以
下
か
ら
135
万
円
以
下
に

引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。（
表

２
）

●�

年
金
所
得
者
に
係
る
配
偶

者
特
別
控
除
の
申
告
要

件
の
見
直
し

　公
的
年
金
等
に
係
る
所
得

以
外
の
所
得
を
有
し
な
か
っ

た
者
が
源
泉
控
除
対
象
配
偶

者
に
係
る
配
偶
者
特
別
控
除

を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
の

申
告
書
の
提
出
は
不
要
と
な

り
ま
す
。

法
人
市
民
税
に
関
す
る
こ
と

●�

大
法
人
の
法
人
住
民
税
等

に
係
る
電
子
申
告
の
義

務
化

　資
本
金
の
額
ま
た
は
出
資

金
の
額
が
１
億
円
超
の
内
国

法
人
等
に
対
し
、
32
年
４
月

１
日
開
始
事
業
年
度
分
か

ら
、
納
税
申
告
書
の
提
出
に

地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム

控除額

４３万円

２９万円

１５万円

適用なし

合計所得金額の区分

２，４００万円以下（給与収入２，５９５万円以下）

２，４００万円超～２，４５０万円以下
（給与収入２，５９５万円超～２，６４５万円以下）

２，４５０万円超～２，５００万円以下
（給与収入２，６４５万円超～２，６９５万円以下）

２，５００万円超（給与収入２，６９５万円超）

改正後

均等割　 所 得 金 額 ≦ ３ ５ 万 円 × 
世帯人員数＋２１万円＋１０万円

所得割　 所 得 金 額 ≦ ３ ５ 万 円 × 
世帯人員数＋３２万円＋１０万円

現行

均等割　所得金額≦３５万円
×世帯人員数＋２１万円

所得割　所得金額≦３５万円
×世帯人員数＋３２万円

新

特例率

２／３

３／４

２／３

３／４

２／３

１／２

２／３

１／２

２／３

１／２

発電設備の種類

１，０００kw 未満

１，０００kw 以上

２０kw 以上

２０kw 未満

５，０００kw 以上

５，０００kw 未満

１，０００kw 未満

１，０００kw 以上

１万 kw 以上２万 kw 未満

１万 kw 未満

太陽光

風力

水力

地熱

バイオマス

旧

特例率

２／３

２／３

１／２

１／２

１／２

発電設備の種類

太陽光

風力

水力

地熱

バイオマス

　資本金１億円以下の法人、従業員数１，０００人以下の個人事業主等
のうち、先端設備等導入計画の認定を受けた者（大企業の子会社を除く）

　生産性向上に資する指標が旧モデル比で年平均１％以上向上する次の
設備
減価償却資産の種類（最低取得価格／販売開始時期）
▷機械装置（１６０万円以上／１０年以内）
▷測定工具および検査工具（３０万円以上／５年以内）
▷器具備品（３０万円以上／６年以内）
▷建物附属設備（６０万円以上／１４年以内）
※家屋と一体となって効用を果たすものを除く

　生産、販売活動等の用に直接供されるものであること、中古資産でな
いこと

対象者

対象設備

その他の要件

改正後税率

５，６９２円

６，１２２円

６，５５２円

改正前税率

５，２６２円

５，６９２円

６，１２２円

適用期間

３０年１０月１日～３２年９月３０日

３２年１０月１日～３３年９月３０日

３３年１０月１日以降

改正後税率

４，０００円

５，６９２円

６，１２２円

６，５５２円

改正前税率

３，３５５円

４，０００円

５，６９２円

６，１２２円

適用期間

３０年４月１日～３１年９月３０日

３１年１０月１日～３２年９月３０日

３２年１０月１日～３３年９月３０日

３３年１０月１日以降

（
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
）
の
利
用
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ
と

●�

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発

電
設
備
（
償
却
資
産
）
に

係
る
課
税
標
準
の
特
例
率

の
見
直
し

　30
年
４
月
１
日
～
32
年
３

月
31
日
に
取
得
し
た
再
生
可

能
発
電
設
備
の
課
税
標
準
の

特
例
率
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
表
３
）

●�

既
存
の
特
例
措
置
の
一
部

改
正

　水
質
汚
濁
防
止
法
に
規
定

す
る
特
定
施
設
等
を
設
置
す

る
工
場
ま
た
は
事
業
場
の
汚

水
ま
た
は
廃
液
の
処
理
施
設

に
対
し
て
課
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
標
準
の
特
例
率
を

３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に

改
め
る
と
と
も
に
、
適
用
の

期
間
を
延
長
し
、
32
年
３
月

31
日
ま
で
と
し
ま
す
。

●�

生
産
性
革
命
の
実
現
に
向

け
た
中
小
企
業
の
設
備
投

資
に
係
る
特
例
の
新
設

　「
生
産
性
向
上
特
別
措
置

法
」
の
規
定
に
よ
り
、
市
が

策
定
す
る
「
導
入
促
進
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
中
小
企

業
が
作
成
す
る
「
先
端
設
備

等
導
入
計
画
」
に
整
合
が
図

ら
れ
て
い
る
場
合
に
、
中
小

企
業
の
一
定
の
設
備
投
資
に

つ
い
て
、
固
定
資
産
税
の
課

税
標
準
額
に
係
る
特
例
率
を

０
と
し
ま
す
。
33
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
さ
れ
る
一
定

の
機
械
・
装
置
等
に
つ
い
て
、

最
初
の
３
年
間
に
適
用
す
る

時
限
的
な
特
例
措
置
と
な
り

ま
す
。（
表
４
）

市
た
ば
こ
税
に
関
す
る
こ
と

●�

市
た
ば
こ
税
の
税
率
の
引

き
上
げ
（
表
５
・
６
）

●�

加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方

式
の
見
直
し

　製
造
た
ば
こ
の
区
分
と
し

て
加
熱
式
た
ば
こ
の
区
分
を

創
設
し
、
紙
巻
き
た
ば
こ
の

本
数
へ
の
換
算
方
法
に
つ
い

て
、「
重
量
」
の
み
で
換
算

し
て
い
た
も
の
を
、
30
年
10

月
１
日
か
ら
５
年
間
か
け
て

段
階
的
に
、「
重
量
」
と
「
価

格
」
で
換
算
す
る
方
式
に
移

行
し
ま
す
。

そ
の
他
の
税
に
関
す
る
こ
と

●�

森
林
環
境
税
（
仮
称
）
の

創
設
（
36
年
度
）

　東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と

し
て
実
施
す
る
防
災
施
策
対

応
分
（
26
年
度
～
35
年
度
）

以
降
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

▽�

個
人
市
民
税
・
法
人
市
民

税
・
そ
の
他
の
税
に
関
す

る
こ
と
…
市
民
税
課
市

民
税
係

表１　改正後の基礎控除額

表２　均等割および所得割の非課税限度額

表３　再生可能エネルギー発電設備（償却資産）に係る課税標準の特例率の見直し

表４　生産性革命の実現に向けた中小企業の設備投資に係る特例の新設

表５　紙巻きたばこの税率改正

表６　旧３級品の紙巻きたばこ（わかば、しんせい等）に係る経過措置の見直し

図１　給与所得控除・公的年金等控除から基礎控除へ振り替え

▽�

固
定
資
産
税
に
関
す
る
こ

と
…
資
産
税
課
家
屋
係

▽�

市
た
ば
こ
税
に
関
す
る
こ

と
…
市
民
税
課
庶
務
係

給　与

フリーランス、請負

起業等による収入

公的年金収入等
公的年金等控除

給与所得控除

必要経費

△１０万円

△１０万円

基礎控除
税　額

＋１０万円
（×税率）

※個人住民税の基礎控除額
３３万円→４３万円

平
成
30
年
度
税
制
改
正

※１千本につき

※１千本につき

　市
で
は
、
生
産
性
向
上
特

別
措
置
法
第
37
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
作
成
し
た
導

入
促
進
基
本
計
画
に
つ
い

て
、
関
東
経
済
産
業
局
と
協

議
し
、
こ
の
た
び
同
意
を
得

ま
し
た
。

　こ
の
計
画
は
、
市
内
の
中

小
企
業
者
や
小
規
模
事
業
者

が
設
備
投
資
を
通
じ
て
労
働

生
産
性
の
向
上
を
図
る
た
め

に
策
定
し
た
も
の
で
、
事
業

生
産
性
向
上
特
別
措
置
法
に
基
づ
き 

導
入
促
進
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た

者
が
「
先
端
設
備
等
導
入
計

画
」
を
作
成
し
、
市
か
ら
そ

の
計
画
の
認
定
を
受
け
た
場

合
に
、
税
制
支
援
や
金
融
支

援
な
ど
の
支
援
措
置
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ

　商
工
観
光
課

商
工
労
政
係
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多摩川改修百年パネルリレー

　平成３０（２０１８）年は、国直轄の多
摩川改修事業に着手した大正７（１９１８）
年から１００年の節目を迎えることから、
多摩川流域の治水、利水、環境に関する歴
史や役割を知っていただくため、パネル展
を開催します。
日時　８月２０日（月）～３０日（木）　午
前８時３０分～午後５時１５分
※土・日曜日を除く
※木曜日は午後８時まで
会場　市役所１階ロビー
問い合わせ　国土交通省関東地方整備局京
浜河川事務所調査課☎０４５－５０３－
４００８

ご

み

処

理

施

設

見

学

会

　臨
海
副
都
心
（
江
東
区
）

に
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
、
23
区
の
埋

め
立
て
処
分
場
を
見
学
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

　９
月
12
日
（
水
）

行
程

　午
前
７
時
45
分
市
役

所
集
合
・
８
時
出
発
〜
東

京
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ

イ
ク
ル
㈱
〜
（
昼
食
休

憩
）
〜
東
京
都
環
境
公
社

〜
午
後
５
時
15
分
ご
ろ

市
役
所
解
散

定
員

　先
着
30
人（
予
約
制
）

費
用
無
料

※
昼
食
代
は
自
己
負
担

申
し
込
み

　８
月
17
日
の
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
市

清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
へ

８
月
〜
10
月
は

　農
地
管
理
・
流
動
化
推
進
月
間

問
い
合
わ
せ

　農
業
委
員
会

農
地
を
売
買
・
貸
借
す
る

と
き
に
は
許
可
が
必
要
で
す

　農
地
を
農
地
の
ま
ま
で
売

買
・
貸
借
す
る
と
き
も
、
農
地

法
の
許
可
が
必
要
で
す
。

　市
街
化
調
整
区
域
で
は
、
農

地
法
の
許
可
と
は
別
に
、
農
業

経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
こ
と

も
可
能
で
す
。

　こ
の
場
合
は
、
期
限
が
く
れ

ば
必
ず
農
地
が
返
還
さ
れ
る
う

え
、
市
や
農
業
委
員
会
が
主
体

的
に
関
わ
る
た
め
、
安
心
し
て

農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　耕
作
で
き
な
い
（
市
街
化
調

整
区
域
内
）
農
地
を
所
有
し
て

種類 対象となるもの 対象とならないもの

ペットボトル マークがある容器（ジュースやコーヒーな

ど飲料用の容器、日本酒や料理酒など酒類

の容器、しょうゆ・食酢・ノンオイルドレッ

シングの容器など）

▽マークがない容器（食用油、ソースなど

油脂を含むもの、香辛料の強いものなど

の容器、洗剤やシャンプーなどの非食品

容器）…中をすすいで容器包装プラスチッ

クごみへ

びん 飲料・食品・化粧品・飲み薬のびん
▽汚れの取れないびん…燃やさないごみへ

▽ガラス製のコップ、グラス等…ガラスへ

かん 

飲料用のスチール缶・アルミ缶・アルミボ

トル、食品・缶詰の缶、食用油の缶

▽スプレー缶、カセットコンロ用ガスボン

ベ…有害ごみへ

▽飲料・食品用以外の缶、塗料の缶…燃や

さないごみ

▽一斗缶…粗大ごみへ

陶磁器

茶碗、植木鉢、土鍋、土瓶、急須

※一辺の長さが３０㎝を超えるものは粗大

ごみ

▽七輪…燃やさないごみへ

▽レンガ、瓦、タイル…販売店または専門

業者へ処分を依頼してください

ガラス

ガラス製のコップ・グラス・皿・花瓶・灰皿・

風鈴・マニキュアの容器、板ガラス

※一辺の長さが３０㎝を超えるものは粗大

ごみ

▽網入りガラス・合わせガラス等の特殊な

ガラス…専門業者へ処分を依頼してくだ

さい

▽プラスチックや木、金属などが付随して

いるガラス…燃やさないごみへ

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

防
災
行
政
無
線
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

　市
で
は
、
全
国
瞬
時
警
報

シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

〈
地
震
な
ど
の
災
害
時
や
武

力
攻
撃
の
際
に
国
か
ら
の
緊

急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を

活
用
し
て
瞬
時
に
伝
達
す
る

シ
ス
テ
ム
〉
の
緊
急
情
報
が

市
の
防
災
行
政
無
線
で
正
常

に
放
送
で
き
る
こ
と
を
確
認

す
る
た
め
、
試
験
放
送
を
行

い
ま
す
。

　市
内
の
防
災
行
政
無
線
か

ら
、
次
の
内
容
が
一
斉
に
放

送
さ
れ
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
時

　８
月
29
日
（
水
）

　午
前
11
時

放
送
内
容

　チ
ャ
イ
ム
↓

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」（
３
回
繰

り
返
し
）
↓
「
こ
ち
ら
は
、

ぼ
う
さ
い
青
梅
で
す
」
↓

チ
ャ
イ
ム

※
試
験
は
全
国
で
実
施
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　防
災
課

　気
温
の
高
い
日
が
続
い
て

い
ま
す
。

　都
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
よ
る
と
、
日
差
し

に
熱
せ
ら
れ
た
公
園
遊
具
や

機
械
式
駐
車
場
の
金
属
部

分
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
に
よ

る
や
け
ど
の
危
険
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　強
い
日
ざ
し
に
熱
せ
ら
れ

た
公
園
の
遊
具
等
は
70
℃
以

上
に
な
る
こ
と
も
あ
る
の

で
、
子
ど
も
が
屋
外
で
遊
ぶ

と
き
は
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
日
差
し
で
滑
り
台
が
熱
く

な
っ
て
い
た
た
め
、
お
し

乳
幼
児
の
屋
外
で
の
や
け
ど
に
注
意
！

〜
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
や
け
ど
の
危
険
〜

284

消
費
者
相
談
室
か
ら

い
る
方
や
就
農
を
考
え
て
い
る

方
は
、
農
業
委
員
会
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

農

地

の

転

用

に

は

許

可

（
届
け
出
）
が
必
要
で
す

　農
地
に
家
を
建
て
る
場
合
や

駐
車
場
や
資
材
置
場
と
し
て
利

用
（
転
用
）
す
る
場
合
は
、
工

事
を
始
め
る
ま
で
に
農
地
法
の

許
可
（
届
け
出
）
が
必
要
で
す
。

　ま
た
、
一
時
的
に
駐
車
場
、

資
材
置
場
等
と
し
て
利
用
す
る

と
き
も
、一
時
転
用
の
許
可（
届

け
出
）
が
必
要
で
す
。

　無
許
可
の
場
合
や
許
可
内
容

と
異
な
る
場
合
は
、
転
用
行
為

の
中
止
命
令
や
原
状
回
復
等
の

厳
し
い
措
置
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

農

地

の

改

良

に

も

許

可

（
届
け
出
）
が
必
要
で
す

　田
を
畑
に
し
た
り
、
他
の
土

地
よ
り
も
低
い
畑
を
埋
め
立
て

た
り
す
る
農
地
改
良
を
行
う
際

は
、
農
地
法
の
一
時
転
用
の
許

可
（
届
け
出
）
が
必
要
で
す
。

　農
地
改
良
は
農
業
経
営
に
役

立
た
せ
、
農
地
と
し
て
よ
り
よ

い
利
用
を
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
農
作
物
に
適
し
た
耕
作
土

で
、
周
辺
に
悪
影
響
が
な
い
よ

う
責
任
あ
る
対
応
が
必
要
で

す
。

農

地

調

査

を

行

い

ま

す

　農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の

肥
培
管
理
状
況
調
査
を
行
い
ま

す
。
農
地
に
職
員
が
立
ち
入
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

り
を
や
け
ど
し
た
。（
１

歳
・
女
児
）

▽
屋
外
の
機
械
式
駐
車
場
の

鉄
板
に
座
っ
て
し
ま
い
、

や
け
ど
を
し
た
。（
０
歳
・

男
児
）

▽
歩
道
が
熱
か
っ
た
ら
し

く
、
転
ん
だ
と
き
に
つ
い

た
手
が
赤
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。（
１
歳
・
男
児
）

▽
炎
天
下
に
駐
車
し
て
あ
っ

た
車
の
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
金
具
が
熱
く

な
っ
て
い
て
、
や
け
ど
し

そ
う
に
な
っ
た
。（
２
歳
・

男
児
）

　高
温
注
意
報
が
発
表
さ
れ

て
い
る
中
、
熱
中
症
の
危
険

だ
け
で
な
く
、
屋
外
の
意
外

な
場
所
に
や
け
ど
の
危
険
が

潜
ん
で
い
ま
す
。

　子
ど
も
は
大
人
に
比
べ
て

皮
膚
が
薄
く
、
身
体
の
表
面

積
も
小
さ
い
た
め
、
や
け
ど

が
重
症
化
す
る
傾
向
が
あ
り

ま
す
。
高
温
に
な
る
も
の
が

周
囲
に
な
い
か
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　ま
た
、
大
人
が
気
を
つ
け

る
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の

成
長
に
応
じ
て
、
や
け
ど
を

防
げ
る
よ
う
説
明
し
て
あ
げ

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

問 

い
合
わ
せ

　市
民
安
全
課

市
民
相
談
係

資源物は地域の集団回収へ
　地域の自治会、こども会、ＰＴＡ等の
各団体が集団回収を行っています。
　集団回収は、ごみの減量や資源の有効
利用を推進し、コミュニティづくりや物
を大切にする心を育てることにも役立っ
ています。また、集団回収を実施した各
団体には、回収量に応じた報償金が市か
ら交付され、各団体の活動費になってい
ます。資源物は地域の集団回収に出すよ
う、ご協力をお願いします。
　なお、集団回収の実施日や、回収する
資源物は、各団体で異なりますので、各
団体へご確認ください。
　新たに集団回収を行いたい団体は、一
定の条件を満たせば行うことができます
ので、清掃リサイクル課へお問い合わせ
ください。
問 い合わせ　清掃リサイクル課ごみ減量
推進係

ペットボトル・びん・かん・陶磁器・ガラスの出し方
　ペットボトル・びん・かん・陶磁器・ガラスを出すときは、対象となるもの・対象とならないもの（下表参照）
を確認してください。
　地域の資源回収に出すことができるものは、地域の資源回収に出すようご協力をお願いします。
ペットボトル等の出し方

▽バケツ、かご、箱などの容器に入れて出してください。
※品目ごとに別の容器に入れてください。

▽割れたガラスは、透明または半透明の袋に入れてから容器に入れてください。

▽ペットボトル、びん、かんは、中を軽くすすいでください。

▽ペットボトルは、キャップとラベルを外し、なるべくつぶしてください。

▽ペットボトル、びん、かんの中には、たばこの吸い殻などの異物を絶対に入れないでください。
問い合わせ　清掃リサイクル課ごみ減量推進係

品目
単価

（１㎏当たり）
新聞 　９円
雑誌・雑紙 １３円
紙パック １３円
ダンボール １１円
繊維類 １１円
くず鉄類 　８円
アルミ ２０円
１．８ℓびん １６円
ビールびん（大びん） １６円
その他のびん １５円



． ． 広報おうめ 市役所の代表電話は２２‐１１１１です（５） ３０ ８ １５

日 頃 か ら 災 害 へ の 備 え を 万 全 に
問い合わせ　防災課自助・共助が大切です

　自然災害そのものを防ぐことはできませんが、万一の災害時に自分や家族、そして自分たちのまちをどう守るのかを、考えておくことが大切です。

　「自分の身は自分で守る」（自助）、「近所同士で助け合う」（共助）が、とても重要になります。

　各家庭で最低３日分の食料や水等を備蓄するとともに、自主防災組織の行う防災訓練に参加し、家族や隣近所同士での安否確認や救出・救助、初期消火活動等、

日頃から助け合える環境を作っておきましょう。

１　避難場所等を確認してください

　防災課（市役所５階）および市民センターで配布

している市民防災ハンドブックで、自分の避難する

場所を調べ、実際に歩いて確かめておいてください。

家族で集合する場所や、非常時の連絡、安否確認方

法について、話し合って決めておきましょう。

２　地域の防災訓練に参加してください

　大地震が発生し、同時に多くの場所で災害が発生すると、市をはじ

め消防や警察は、即時に対応することがほとんどできません。目の前

の災害に対し、自身を含む地域の人々が協力して対応しなければなり

ません。

　そのため、日頃からの地域の結びつきや、いざというときの初期消

火・救助等の応急対応の習得が大変重要です。自主防災組織が行う防

災訓練に参加し、共助で地域の防災力を高めましょう。

３　家庭内備蓄をしてください

　水、電気、ガス等のライフラインが止まり、食料等の物資の入手が

困難になることを前提に、水・食料等を備蓄してください。

　避難行動時に必要となる「非常持ち出し品」は、１食分、飲料水（少

量）、必要な薬、現金等を袋に詰めてすぐに持ち出せる場所に置いて

おきましょう。被災後の生活を支える「備蓄品」は、水は１日１人３

ℓ、食料や薬、粉ミルク等、家族や自分の状況に合わせた備蓄品を考

え、最低３日分を準備しておきましょう。

　また、水道や下水道が壊れるとすぐに問題となるのがトイレです。

非常時に備え、簡易トイレ（便袋）も備蓄しましょう。

４　家具類等の転倒落下防止対策をしてください

　地震でのケガの３～５割が、家具類等の転倒・落下・

移動によるものとされています。家具等の下敷きにな

りケガをしてしまうと、屋外へ避難できず、火災等か

ら逃げ遅れるため命の危険性が高まります。

　家具類の固定は、比較的安価で、すぐに実施できる有効な防災対策

です。寝室や居間等、過ごす時間の長い部屋から対策を進めてくださ

い。家具転倒防止器具は、防災用品専門業者やホームセンター等で購

入できます。また、市では「家具転倒防止器具支給取付事業」を実施

しています。詳細は広報おうめ６月１５日号５面をご覧ください。

５　住宅の耐震性を確保してください

　平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、昭和５６年５月以前の

旧耐震基準で建築された建築物に大きな被害が見られ、建物倒壊によ

り多くの死傷者が発生しました。震度６強の地震で、旧耐震基準の木

造住宅が全壊する割合は、約５割とされ、耐震

性の向上した新耐震基準ではこれが約１割にな

るとされています。住宅の倒壊で命を失うこと

がないよう自宅の耐震性を調べ、必要な補強等

を行い、耐震性を確保することが大切です。

地区 日程 開始時刻 会場
青梅 ６月２４日 ( 日 ) に天ヶ瀬運動広場で実施済み
長淵 連合自治会単位で実施（９～１２月ごろ）
大門 ８月２６日 (日 ) 午前８時・今寺四丁目運動広場、８時３０分・大門第二運動広場
梅郷 ８月２６日 (日 ) 午前１０時 梅郷市民センター　ほか６会場
沢井 ５月２７日 ( 日 ) に六小校庭および体育館で実施済み
小曾木 ９月　２日 (日 ) 午前８時４５分 七小および六中
成木 ８月２６日 (日 ) 午前９時 旧北小曾木ふれあいセンターグラウンド
東青梅 ９月　２日 (日 ) 午前８時３０分 東青梅市民センター
新町 ９月　９日 (日 ) 午前９時 都立誠明学園グラウンド
今井 ８月２６日 (日 ) 午前８時３０分 藤橋小および今井ふれあい公園

大震災に備える対策

　災害により交通機能が停止すると、大きな混乱が

生じます。あわてず行動できるように、平常時も含

めて次のことを心がけてください。

①あわてず騒がず、状況確認

②携帯ラジオをポケットに

③作っておこう帰宅地図

④ロッカー開けたらスニーカー（防災グッズ）

⑤机の中にチョコやキャラメル（簡易食料）

⑥事前に家族で話し合い（連絡手段、集合場所）

⑦安否確認、災害用伝言ダイヤル等や遠くの親戚

⑧歩いて帰る訓練を

⑨季節に応じた冷暖準備（携帯カイロやタオルなど）

⑩声をかけ合い、助け合おう

帰宅困難者心得１０か条

土砂災害から身を守るためのポイント
　山間部の多い青梅市では、土砂災害は特に警戒が必要な災害です。気象情報や市

からの情報に十分注意し、早めの避難行動をとることが大切です。

１ 　住宅が「土砂災害警戒（特別警戒）区域」内にあるかどうか調べておく

▼  新町地区には、該当区域はありません。

▼  市民防災ハンドブック、土砂災害ハザードマップ、市ホームページで確認できます。

２ 　「大雨警報」や「土砂災害警戒情報」に注意する

▼  「避難準備・高齢者等避難開始」が発令された場合は、避難準備行動をとる。 

３ 　前兆現象等危険を感じたら早めの避難をする

　土砂災害警戒区域外の安全な場所にある知り合いの家や避難場所となっている市

民センター等へ避難しましょう。区域外へ避難しない場合でも、自宅内の２階に移

動したり、山側から離れた場所へ移動する等、できる限りの避難行動をとってくだ

さい。市施設へ自主避難する場合は、市役所へ連絡するとともに、軽食、防寒着等、

必要なものを携行してください。

◆ 災害発生時は、市ホームページ、市メール配信サービス、市ツイッタ―および防

災行政無線で随時情報提供します。

▼  平常時も含め、防災行政無線が聞き取れなかったときは、電話応答☎０８００

－８００－００６２（通話料無料）をご利用ください。

青梅市総合防災訓練
　阪神・淡路大震災、新潟県中越地震および東日本大震災等の教訓を踏まえ、市と

防災関係機関および市民等が一体となり、機関相互の協力体制の強化や市民の防災

意識を高めることを目的として実施します。

日時　８月２６日（日）　午前８時～１０時

会場　河辺小校庭　ほか　※雨天決行

◎当日は、応急救護訓練や、市が備蓄する非常食品の試食ができます。

◎防災ノートを持参した小学生には、参加スタンプとプレゼントがあります。

※ 参加の際は、公共交通機関をご利用ください。車でお越しの方は、河辺市民セン

ター第２駐車場をご利用ください。

青梅市総合防災訓練に併せて「緊急速報メール」を配信します
　緊急速報メールは、災害情報や避難情報を来訪者も含め市内の携帯電話基地エリ

アに滞在している方の携帯電話およびスマートフォン〈ＮＴＴドコモ、ＫＤＤＩ（ａ

ｕ）、ソフトバンク〉に一斉に配信するシステムです。

　「訓練」として配信します。実災害ではありませんのでご注意ください。

　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

青梅市メール配信サービスをご利用ください
　市では、携帯電話、スマートフォンやパソコンの電子メールを利用して、次の情

報を配信しています。このサービスは必要とする情報の種別ごとに選んで受信する

こともできます。登録は簡単です。ぜひご利用ください。

配 信情報　防災情報…火災情報や災害情報等に関する情報 ▽防犯情報…詐欺や犯

罪、たずね人等の情報 ▽行政情報…市主催の催し等の情報

登 録方法　登録用メールアドレス ome@mpx.wagmap.jpに空メールを送信すると、登

録案内メールが届きます。また、下の登録用ＱＲコードからもアドレス入力できます。

※ 迷惑メール防止設定をしている場合は、事前に

「@psmail.jp 」を受信可能にしてください。

問い合わせ　情報システム課

 登録用ＱＲコード
※ ＱＲコードは㈱デ
ンソーウェーブの
登録商標です。

市内各地区で自主防災組織が実施する防災訓練



． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/ （６）３０ ８ １５

第４２回全国育樹祭併催行事

育林交流集会参加者募集
　都では、森林・緑の祭典「全国育樹祭」
と併せて「育林交流集会」を開催します。
　ぜひご参加ください。
日時　１１月１７日（土）　正午～午後３
時１５分（午前１１時受付開始）
会場　総合体育館
テーマ・内容　「育樹から　木のある暮
らし　つないでく」・パネルディスカッ
ション、登山家　今井通子氏による講
演、多摩川の筏

いかだ

流し等の映像　ほか
※詳細は、第４２回全国育樹祭東京都実
行委員会ホームページ　ｈｔｔｐｓ:// ｗｗ
ｗ .42ｎｄ－ｉｋｕｊｕｓａｉ.ｔｏｋｙｏ.ｊｐ/ をご
覧ください。
定員　４５０人（抽選）
費用無料
申し込み　９月２８日（必着）までに住所、
氏
ふ り が な

名、電話番号、参加希望人数、弁当
（１個１，０００円）を希望する場合は個
数、お持ちの方はファックス番号、メー
ルアドレスを記入し、次のいずれかの
方法で同実行委員会事務局へ

▼専用フォーム…　ｈｔｔｐｓ://ｗｗｗ.ｉｋｕｒｉｎ－
ｍｏｒｉ.ｃｏｍ

▼郵送…〒１０３－０００１中央区日本
橋小伝馬町１５－１７ＡＳＫ日本橋ビ
ル５階㈱日産社

▼ファックス…　０３－５６５２－８６９０
問い合わせ　同実行委員会事務局☎０３－
５６５２－８６８７、市農林水産課林務水
産係

　受
講
申
し
込
み
前
の
事
前

相
談
が
必
要
で
す
。

母
子
家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭

自
立
支
援
教
育
訓
練
給
付
金

　母
子
家
庭
の
母
等
が
適
職

に
つ
な
が
る
能
力
開
発
の
た

め
に
受
講
す
る
講
座
の
受
講

料
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　市
内
に
住
所
を
有

す
る
母
子
家
庭
の
母
等

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
か
、
同
等
の
所

得
水
準
の
方

対
象
講
座

　医
療
事
務
、
介

護
職
員
初
任
者
研
修
（
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
）

　

ほ
か

支
給
額

　受
講
料
の
６
割
相

当
額

母
子
家
庭
お
よ
び
父
子
家
庭

高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金

　母
子
家
庭
の
母
等
が
資
格

の
取
得
の
た
め
に
１
年
以
上

養
成
機
関
で
修
業
す
る
場
合

に
、
修
業
支
援
の
訓
練
促
進

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　市
内
に
住
所
を
有

す
る
母
子
家
庭
の
母
等

で
、
児
童
扶
養
手
当
を
受

け
て
い
る
か
、
同
等
の
所

母
子
家
庭
等
自
立
支
援
給
付
金
事
業

得
水
準
の
方

対
象
講
座

　看
護
師
（
准
看

護
師
）、
介
護
福
祉
士
、

保
育
士

　ほ
か

支
給
額

　修
業
中
…
月
額

10
万
円
（
市
民
税
非
課
税

世
帯
）、
月
額
７
万
500
円

（
市
民
税
課
税
世
帯
）
▽

修
業
後
…
一
時
金
を
支
給

ひ

と

り

親

家

庭

高

等

学

校

卒

業

程

度

認

定

試

験

合

格

支

援

　ひ
と
り
親
家
庭
の
親
お
よ

び
児
童
が
高
卒
認
定
試
験
の

合
格
を
目
指
す
場
合
に
、
民

間
事
業
者
等
が
実
施
す
る
対

策
講
座
の
受
講
に
か
か
る
費

用
の
一
部
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
者

　市
内
に
住
所
を
有

す
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
親

お
よ
び
児
童
で
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
が
児
童
扶
養

手
当
を
受
け
て
い
る
か
、

同
等
の
所
得
水
準
の
方

対
象
講
座

　高
卒
認
定
試
験

の
合
格
を
目
指
す
講
座

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

支
給
額

　受
講
修
了
時
…
受

講
料
の
２
割
相
当
額
▽

合
格
時
…
受
講
料
の
４

割
相
当
額

問
い
合
わ
せ

　子
ど
も
家
庭

支
援
課
ひ
と
り
親
福
祉

担
当

　小
規
模
特
別
認
定
校
制
度

と
は
、
当
該
校
の
特
色
あ
る

環
境
の
中
で
子
ど
も
を
学
ば

せ
た
い
、
学
び
た
い
と
い
う

保
護
者
や
お
子
さ
ん
に
、
一

定
の
条
件
の
も
と
、
指
定
校

を
変
更
し
、
特
別
に
他
の
通

学
区
域
か
ら
入
学
・
転
学
を

認
め
る
も
の
で
す
。

　こ
の
制
度
に
よ
る
平
成
31

年
度
成
木
小
・
七
中
へ
の
就

学
を
希
望
す
る
児
童
・
生
徒

を
募
集
し
ま
す
。

就
学
条
件

　保
護
者
は
次
の

条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
こ
と 

▽
市
内
に
住
所
を
有
し
、
指

定
小
学
校
に
就
学
し
て

い
る
児
童
、
ま
た
は
就
学

を
予
定
し
て
い
る
児
童

の
保
護
者
。
ま
た
、
指
定

中
学
校
に
就
学
を
予
定

し
て
い
る
児
童
の
保
護

者
▽
児
童
が
小
規
模
特
別
認
定

校
に
就
学
し
た
場
合
は
、

当
該
校
を
卒
業
す
る
ま

で
、
自
ら
の
責
任
と
負
担

で
通
学
さ
せ
る
こ
と

▽
成
木
小
ま
た
は
七
中
の
教

育
活
動
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
に
つ
い
て
理
解
し
、
協

力
す
る
こ
と

▽
教
育
委
員
会
な
ら
び
に
学

校
の
指
示
に
従
う
こ
と 

成

木

小

　恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
中

で
、
地
域
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
豊
富
な
体
験
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
育

成
の
た
め
の
交
流
活
動
、
英

語
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
人

と
の
か
か
わ
り
や
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
指
導
し

て
い
ま
す
。

　特
に
、
学
級
の
人
数
も
少

な
い
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
一
人
一
人
を
大
切
に
し
た

学
習
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。　ま

た
、
成
木
保
育
園
、
七

中
を
は
じ
め
地
域
と
の
連

携
・
交
流
に
も
力
を
注
い
で

お
り
、「
い
の
ち
を
大
切
に

す
る
子
ど
も
の
育
成
」、「
勤

小
規
模
特
別
認
定
校

成
木
小
児
童
・
七
中
生
徒
を
募
集
し
ま
す

労
と
責
任
を
重
ん
じ
、
自
主

的
に
行
動
で
き
る
子
ど
も
の

育
成
」、「
他
を
思
い
や
る
心

を
も
つ
子
ど
も
の
育
成
」
を

教
育
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

募
集
学
年

　平
成
31
年
度
に

小
学
１
〜
３
年
生
に
な

る
児
童

募
集
予
定
人
員

　１
年
生
16

人
、
２
年
生
10
人
、
３
年

生
９
人

※
学
級
定
員
は
各
学
年
20
人

学
校
見
学
会
・
説
明
会

▽
第
１
回
…
９
月
７
日（
金
）

　

午
後
１
時
か
ら
（
零
時
30

分
受
付
開
始
）

▽
第
２
回
…
９
月
15
日（
土
）

午
前
11
時
か
ら
（
10
時
30

分
受
付
開
始
）

面
談

　11
月
９
日
（
金
）
予

定
七

中

　成
木
の
森
林
に
囲
ま
れ
、

夏
に
は
校
庭
に
ホ
タ
ル
が
飛

び
交
う
ほ
ど
自
然
に
恵
ま
れ

た
環
境
の
中
で
、
地
域
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
少
人
数
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　学
習
面
に
お
い
て
は
、
日

常
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
、
放

課
後
の
補
習
授
業
や
、
教
科

別
の
面
談
な
ど
を
行
う
「
学

習
相
談
週
間
」、
定
期
テ
ス

ト
前
の
「
放
課
後
学
習
会
」、

「
夏
休
み
補
習
教
室
」
等
を

取
り
入
れ
、
一
人
一
人
を
大

切
に
し
た
教
育
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　ま
た
、
生
徒
会
活
動
や
部

活
動
（
平
成
30
年
度
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
自
転
車
、
吹
奏
楽
、
グ

リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
）
な
ど
も

盛
ん
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　さ
ら
に
、
成
木
小
を
は
じ

め
地
域
と
の
連
携
・
交
流
に

も
力
を
注
い
で
お
り
、
２
年

生
の
職
場
体
験
、
小
・
中
学

校
一
貫
教
育
の
推
進
・
充
実
、

地
域
行
事
へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
参
加
、
高
齢
者
福
祉
施
設

交
流
な
ど
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

募
集
学
年

　平
成
31
年
度
に

中
学
１
年
生
に
な
る
生

徒
募
集
予
定
人
員

　１
年
生
４

人
※
学
級
定
員
は
第
１
学
年
20

人

学
校
見
学
会
・
説
明
会

　９

月
27
日
（
木
）

　午
後
１

時
30
分
か
ら
（
１
時
10
分

受
付
開
始
）

面
談

　11
月
26
日
（
月
）
予

定
い

ず

れ

も

▽
定
員
を
超
え
た
場
合
は
公

開
抽
選 

▽
申
し
込
み
を
し
た
保
護
者

お
よ
び
児
童
は
、
必
ず
面

談
を
受
け
て
い
た
だ
き

ま
す
。

申
し
込
み

　10
月
１
日
〜
31

日
に
、
市
内
の
小
学
校
・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
、
学
務

課
（
市
役
所
３
階
）
で
配

布
す
る
「
入
学
・
転
入

学
申
込
書
」
ま
た
は
「
入

学
申
込
書
」
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
〒
198
―

８
７
０
１
青
梅
市
教
育

委
員
会
学
務
課
学
務
係

へ
郵
送
ま
た
は
直
接
持

参
※
郵
送
は
10
月
30
日
必
着 

問
い
合
わ
せ

　学
務
課
学
務

係

子
育
て
ひ
ろ
ば
・

と
こ
と
こ

洋
服
・

絵
本
等
の
交
換
会

　初
め
て
の
育
児
は
、
揃
え

る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て

大
変
！

　使
わ
な
く
な
っ
た
洋
服
や

絵
本
を
お
譲
り
し
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時

　８
月
27
日
（
月
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

※
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
午
前
10

時
〜
午
後
３
時

会 

場

　下
長
渕
自
治
会
館
２

階
大
広
間

対
象

　就
学
前
の
親
子
、
妊

婦
、
祖
父
母

費
用
無
料

持
ち
物

　洋
服
等
を
入
れ
て

持
ち
帰
る
た
め
の
袋
、
不

要
と
な
っ
た
洋
服
等
（
お

持
ち
の
方
の
み
）

直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　長
渕
保
育
園

　

富
樫
☎
22
・
８
１
０
２
、

市
子
ど
も
家
庭
支
援
課

支
援
係

畑
中
保
育
園
子
育
て
ひ
ろ
ば

子

育

て

英

語

お

茶

会

日
時

　８
月
24
日
（
金
）

　午

前
11
時
〜
午
後
零
時
30
分

会
場

　畑
中
保
育
園
す
こ
や
か

ル
ー
ム

対
象

　未
就
学
児
の
親
子
、
祖

父
母
、
興
味
の
あ
る
方

内
容

　日
常
生
活
に
英
語
を
組

み
込
む
方
法
、
絵
本
、
Ｃ
Ｄ
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
の
活
用
方
法

講
師

　英
語
コ
ー
チ

　藤
野
花

倫
氏

費
用
無
料

持
ち
物

　弁
当
、
軽
食
等

※
お
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
の
用
意
あ

り
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ

　畑
中
保
育

園
子
育
て
ひ
ろ
ば
☎
21
・

５
３
５
８
、
市
子
ど
も
家
庭

支
援
課
支
援
係

FAX

H P

「
多
摩
産
材
を
使
っ
た
家
づ
く
り
」
コ
ン
ク
ー
ル

作

品

募

集

　都
で
は
、
適
正
な
森
林
の

整
備
に
つ
な
が
る
多
摩
産
材

（
多
摩
地
域
で
生
育
し
、
生

産
さ
れ
た
木
材
）
の
利
用
拡

大
を
進
め
て
い
ま
す
。

　こ
の
一
環
と
し
て
、
多
摩

産
材
を
使
用
し
た
住
宅
の
普

及
や
そ
の
優
れ
た
事
例
を
紹

介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
木
材

利
用
や
木
造
建
築
に
対
す
る

関
心
や
理
解
を
深
め
る
た

め
、「
多
摩
産
材
を
使
っ
た

家
づ
く
り
」
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
し
、
木
の
よ
さ
を
生
か

H P

す
た
め
の
知
恵
や
工
夫
に
あ

ふ
れ
た
、
お
気
に
入
り
の
新

築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
住
宅
の
作

品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　応
募
方
法
等
は
、
都
都
市

整
備
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間

　▽
直
接
持
参
…

９
月
28
日
の
午
後
５
時

ま
で
▽
郵
送
…
９
月
30

日
（
消
印
）
ま
で

※
優
秀
作
品
は
平
成
31
年
１

月
ご
ろ
に
同
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
発
表
予
定

問
い
合
わ
せ

　同
局
住
宅

政
策
推
進
部
民
間
住
宅

課
事
業
調
整
担
当
☎
03
・

５
３
２
０
・
４
９
３
６
、

市
農
林
水
産
課
林
務
水

産
係
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カ
ミ
カ
ミ
ク
ラ
ス
（
離
乳
食
教
室
・
後
期
）

日 

時

　９
月
６
日
（
木
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

会 

場

　小
曾
木
市
民
セ
ン

タ
ー
和
室

対 

象

　８
〜
９
か
月
児
と
保

護
者

内 

容

　離
乳
の
進
め
方
と
こ

の
時
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
の
説
明
お
よ
び
試
食

定 

員

　先
着
20
組（
予
約
制
）

費 

用

　１
組
200
円

持 

ち
物

　バ
ス
タ
オ
ル
、
ミ

ル
ク
（
お
湯
も
含
む
）、

お
む
つ
な
ど
外
出
時
に
必

要
な
も
の

申 

し
込
み

　電
話
☎
23
・
２

１
９
１
で
健
康
セ
ン

タ
ー
へ

　暑
い
夏
、
ビ
ー
ル
な
ど
を

飲
み
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
過
ぎ
に

よ
る
肝
障
害
は
、
中
性
脂
肪

の
増
加
に
よ
る
脂
肪
肝
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
こ
の
時
点
で
禁

酒
す
れ
ば
中
性
脂
肪
は
２
〜

４
週
間
で
改
善
し
ま
す
が
、
過

度
の
飲
酒
が
続
く
と
肝
炎
や

肝
線
維
症
、
肝
硬
変
へ
と
進

み
ま
す
。

　特
定
健
康
診
査
で
は
Ａ
Ｓ

Ｔ
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
、
γ
―
Ｇ
Ｔ
、

中
性
脂
肪
な
ど
の
値
の
変
化

を
見
る
た
め
、
飲
み
過
ぎ
が

心
配
な
方
も
そ
う
で
な
い
方

も
年
に
１
回
の
特
定
健
康
診

査
の
受
診
を
習
慣
に
し
、
健

康
管
理
に
役
立
て
ま
し
ょ

う
。　ま

た
、
飲
酒
に
よ
る
健
康

へ
の
影
響
に
は
、
よ
く
知
ら

れ
て
い
る
肝
臓
だ
け
で
は
な

く
、
が
ん
（
口
腔
が
ん
、
咽

頭
が
ん
、
喉
頭
が
ん
、
食
道

が
ん
、
大
腸
が
ん
、
肝
臓
が

ん
な
ど
）、高
血
圧
、脳
出
血
、

認
知
症
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存

症
や
妊
娠
中
の
胎
児
へ
の
影

響
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　厚
生
労
働
省
で
は
、
節
度

あ
る
適
度
な
飲
酒
量
は
、
純

ア
ル
コ
ー
ル
量
で
20
ｇ
程
度

（
女
性
は
そ
の
半
分
）
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
健
康
の
た
め

節
度
あ
る
飲
酒
を
心
が
け
ま

健
康
メ
モ

飲

酒

に

よ

る

健

康

へ

の

影

響

し
ょ
う
。
ま
た
、
妊
娠
・
授

乳
中
の
飲
酒
は
、
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

純 

ア
ル
コ
ー
ル
量
20
ｇ
の
目

安

　ビ
ー
ル
500
ml
▽
日

本
酒
180
ml
（
１
合
）
▽

焼
酎
25
度
100
ml
▽
ウ
イ

ス
キ
ー
60
ml
（
ダ
ブ
ル

１
杯
）
▽
ワ
イ
ン
240
ml

（
グ
ラ
ス
２
杯
）

　市
の
特
定
健
康
診
査
・
後

期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査

は
、
11
月
30
日
ま
で
で
す
。

早
め
の
受
診
で
早
め
に
対
策

を
！

※ 

健
診
の
対
象
と
な
る
方
に

は
、
緑
色
の
封
筒
で
受
診

券
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ

　健
康
セ
ン

タ
ー
☎
23
・
２
１
９
１

子
育
て
ひ
ろ
ば「

お
ひ
さ
ま
広
場
」

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会
＆
え
ん
ぴ
つ
ク
ラ

ブ

日
程

　８
月
23
日
（
木
）

会 

場

　東
青
梅
市
民
セ
ン
タ
ー

「
お
ひ
さ
ま
広
場
」

費
用
無
料

直
接
会
場
へ

問 

い
合
わ
せ

　お
ひ
さ
ま
広
場

☎
78
・
４
７
２
５
、
子
ど
も

家
庭
支
援
課
支
援
係

★
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
会

　ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
、
カ
ー
ド

ゲ
ー
ム
で
遊
ぼ
う
。

時
間

　午
前
10
時
〜
正
午

対 

象

　小
学
生
、
乳
幼
児
と
保

護
者

★
え
ん
ぴつ
ク
ラ
ブ

　元
教
員
と
楽
し
く
勉
強
し
ま

し
ょ
う
。

時 
間

　午
後
２
時
30
分
〜
４
時

30
分

対
象

　小
学
生

持
ち
物

　学
習
し
た
い
教
材

子
育
て
ひ
ろ
ば
「
ウ
メ
ス
タ
」

ウ
メ
ス
タ
な
つ
ま
つ
り

成 人 歯 科 検 診・ 後 期 高 齢 者 歯 科 健 康 診 査
　お口の健康を保つため、ぜひ受診してください。

実 施期間　９月１日（土）～１１月３０日（金）

実施医療機関　表１のとおり

対象　市内在住で、表２に該当する方

検診内容　問診、口腔内検査

費用　５００円

※受診日に実施医療機関で支払い

※ 生活保護受給者等には免除制度があります。

持 ち物　成人歯科検診…保険証

△

後期高齢者歯科健康診査…後期高齢者

医療制度の保険証

※生活保護受給者等は受給証明書

受 診方法　実施医療機関へ電話予約し、受診してください。

受 診結果　受診日当日に医療機関からお知らせします。

問 い合わせ　健康センター☎２３－２１９１

所在地 番地 医療機関名 電話番号 所在地 番地 医療機関名 電話番号
勝沼 ３－７１ 片桐歯科医院 ２３－８４５６

東青梅

１－２－５ 東青梅歯科医院 ２１－６４８０
西分町 ２－８５ 山崎歯科医院 ２４－２５１６ １－４－３ 志村歯科医院 ２２－３７１１

本町
１３０－１９ あゆみ歯科 ２４－７１７８ １－９－８ 山中歯科医院 ２２－２８７５
１３１－１ 根岸歯科医院 ２４－８９０５ ２－１４－１２ 足立歯科 ２４－１８１８

滝ノ上町１２３５ 武藤歯科医院 ２２－２８２５ ２－２０－２６ 池田歯科医院 ２４－２３２２
千ヶ瀬町３－４３０－３ やまだ歯科医院 ２２－０１３９ ３－９－１４ はたの歯科医院 ２２－０１１８

野上町
２－２１－３ 佐藤歯科医院 ２２－３９５４ ５－９－２４ 長谷川歯科医院 ２４－８０１４
４－１－４ 関口歯科医院 ２４－７３０４ ５－１６－２４ 高橋スマイル歯科 ２４－８４５５

梅郷 ４－７０２－３ 梅郷歯科クリニック ７７－０６４８ ５－２０－１０ 三井歯科医院 ２４－７４７１
柚木町 １－２６５－１ ひろせ歯科クリニック７７－０６６６

長淵
１－９ 中丸歯科クリニック ２１－５５００

成木 ８－４１０ 北小曾木歯科診療所 ７４－４７４４ １－５７－１ 三田歯科医院 ２１－３９４１
二俣尾 ４－９５４－１ 二俣尾診療所 ７８－８９８１ ４－３７６－１ 下奥多摩歯科医院 ２３－８８１８
小曾木 ４－２２４４ 小曽木歯科 ７４－６４８０

河辺町

４－２１－２ 上田歯科医院 ２４－４１８２

藤橋
２－５６０－４４ 百瀬歯科医院 ３１－５００６ ５－５－１２ 高野歯科クリニック ２１－４９７０
３－９－７ 荻野歯科三ツ原診療所３１－６４８０ ５－７－４ 河辺南口デンタルクリニック２０－８３３３

新町

３－３１－３ 武藤歯科クリニック ３１－８８４８ ７－１－１４ 菊池歯科医院 ３１－１３１９
３－６７－５ 鏡歯科医院 ３２－１７９８ ７－４－５５ 橋本歯科医院 ３２－７３７０
３－７０－９ 小沢歯科医院 ３２－００８２ ９－９－２ 本間歯科医院 ２２－３２４３
５－３２－７ 浜口ﾌｧﾐﾘｰ歯科医院 ３２－７１７７ １０－５－１５ 北島歯科医院 ２４－１０８１

師岡町
３－１９－８ 清原歯科医院 ２２－１１８１ １０－８－８ 近藤歯科医院 ７８－３２１９
４－５－３３ 嶋崎歯科医院 ２４－７１７７ １０－１２－３７ 山下歯科医院 ２２－０２０３

※医療機関の診療日を確認し、受診してください。

子

ど

も

の

感

染

症

　乳
幼
児
の
保
護
者
を
中
心
に

知
っ
て
お
い
て
も
ら
い
た
い
感

染
症
の
、
主
な
流
行
期
と
①
症

状
②
潜
伏
期
間
③
感
染
経
路
は

次
の
と
お
り
で
す
。

　こ
ま
め
な
手
洗
い
と
せ
き
エ

チ
ケ
ッ
ト
を
心
が
け
、
感
染
症

を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

◆

通

年

の

感

染

症

▽ 

伝
染
性
紅
斑
（
リ
ン
ゴ
病
）

…
①
微
熱
や
か
ぜ
の
よ
う

な
症
状
、両
頬
に
紅
い
発
疹
、

手
足
に
網
目
状
の
発
疹
②

４
〜
20
日
③
飛
ま
つ
、
接
触

▽ 
Ａ
群
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
咽

頭
炎
（
溶
連
菌
感
染
症
）
…

①
発
熱
、
い
ち
ご
状
の
舌
、

咽
頭
発
赤
②
２
〜
５
日
③

飛
ま
つ
、
接
触

▽ 

突
発
性
発
疹
…
①
高
熱
、
お

な
か
や
背
中
を
中
心
に
大

小
不
規
則
な
赤
い
発
疹
②

10
日
③
不
明

▽ 

マ
イ
コ
プ
ラ
ズ
マ
肺
炎
…
①

乾
い
た
せ
き
、
発
熱
、
全
身

け
ん
怠
感
、
頭
痛
②
２
〜
３

週
間
③
飛
ま
つ
、
接
触

◆

夏

の

感

染

症

▽ 

手
足
口
病
…
①
口
の
粘
膜
・

手
の
ひ
ら
・
足
の
甲
や
裏
な

ど
に
２
〜
３
㎜
の
水
ほ
う

性
の
発
疹
②
３
〜
５
日
③

飛
ま
つ
、
経
口
、
接
触

▽ 

ヘ
ル
パ
ン
ギ
ー
ナ
…
①
高

熱
、
口
腔
内
の
水
ほ
う
・
発

赤
②
２
〜
４
日
③
飛
ま
つ
、

経
口
、
接
触

▽ 

咽
頭
結
膜
熱
（
プ
ー
ル
熱
）

…
①
発
熱
、
咽
頭
炎
、
結
膜

炎
②
５
〜
７
日
③
飛
ま
つ
、

接
触

◆

秋

か

ら

冬
の

感

染

症

▽ 

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
…

①
38
℃
以
上
の
発
熱
、頭
痛
、

せ
き
、
鼻
水
②
１
〜
３
日
③

飛
ま
つ
、
接
触

▽ 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
…
①

軽
い
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状

か
ら
重
い
肺
炎
ま
で
さ
ま

ざ
ま
②
４
〜
６
日
③
飛
ま

つ
、
接
触

▽ 

感
染
性
胃
腸
炎
（
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
、
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
等
）

…
①
吐
き
気
、
お
う
吐
、
下

痢
、
腹
痛
②
１
〜
３
日
③
経

口
、
接
触

問 

い
合
わ
せ

　健
康
セ
ン
タ
ー

☎
23
・
２
１
９
１

成人歯科
検診

後期高齢者
歯科健康診査

対象

平成３１年４月１日時
点において
２０歳、２５歳、３０歳、
３５歳、４０歳、４５歳、
５０歳、５５歳、６０歳、
６５歳、７０歳の方

受診日当日において
① 後期高齢者医療
被保険者

② ７５歳以上の生
活保護受給者等

※ 老人ホーム等の施
設に入所している
方や入院中（６か
月以上）の方など
は除く。

表１　実施医療機関一覧 表２ 　成人歯科検診
・後期高齢者歯科健康診査対象

子育てひろば 「ウメスタ」

ウ メ ス タ な つ ま つ り
　夏の風物詩をバックに写真が撮れる「スタンドアップ

アート」コーナーなどさまざまなイベントが盛りだくさん！

日 時　８月２５日（土）　午前１０時～正午、午後１時

～４時

会 場　河辺市民センター「ウメスタ」

対 象　未就学児の親子、小学生

費用無料

その他　臨時駐車場あり

直接会場へ

問 い合わせ　ウメスタ☎７８－３６０１、子ども家庭支

援課支援係



． ．広報おうめホームページ http://www.city.ome.tokyo.jp/ （８）３０ ８ １５

　高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送

る
た
め
に
は
、
介
護
予
防
の

た
め
の
健
康
づ
く
り
が
必
要

で
す
。

　市
で
は
、
自
分
た
ち
で
介

護
予
防
の
活
動
を
行
う
「
介

護
予
防
リ
ー
ダ
ー
」
を
養
成

し
て
い
ま
す
。こ
の
講
座
は
、

地
域
の
健
康
づ
く
り
の
た
め

に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

グ
ル
ー
プ
で
積
極
的
に
体
操

を
行
う
市
民
を
養
成
す
る
講

座
で
す
。

日�

時

　10
月
３
日
～
12
月
19�

日
の
水
曜
日
（
全
12
回
）�

午
後
２
時
～
４
時

会
場

　市
役
所
会
議
室

対�

象

　市
民
（
介
護
予
防
に

関
心
が
あ
り
、
講
座
終
了

後
、
地
域
で
介
護
予
防
活�

動
を
自
発
的
に
行
う
こ
と�

が
で
き
、
原
則
と
し
て
全

回
参
加
で
き
る
方
）

※�

医
師
か
ら
運
動
制
限
を
受

け
て
い
る
方
は
、
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

※�

介
護
施
設
等
の
ス
タ
ッ
フ�

研
修
等
の
位
置
づ
け
で
参�

加
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ�

ん
。

※�

営
利
目
的
の
教
室
等
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

内�

容

　地
域
や
自
宅
で
実
施�

で
き
る
体
操
等
に
関
す
る�

知
識
と
実
践

定
員

　20
人
程
度
（
抽
選
）

費
用
無
料

申�

し
込
み

　９
月
７
日
ま
で

に
直
接
高
齢
介
護
課
（
市

役
所
１
階
）
へ

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前

９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時

※
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
あ
り

問�

い
合
わ
せ

　高
齢
介
護
課

包
括
支
援
係

介
護
予
防
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

　年
を
と
る
と
誰
で
も
忘

れ
っ
ぽ
く
な
り
ま
す
が
、
単

な
る
も
の
忘
れ
か
認
知
症
な

の
か
気
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　市
で
は
、
認
知
症
の
予
防

や
早
期
発
見
・
早
期
対
応
を

は
じ
め
、
認
知
症
を
理
解
す

る
「
も
の
忘
れ
相
談
会
」
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　も
の
忘
れ
が
気
に
な
る

方
、
ご
家
族
や
近
所
に
気
に

な
る
人
が
い
る
と
い
う
方
は

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出

前

も

の

忘

れ

無

料

相

談

日
時
・
会
場

▽�
８
月
22
日
（
水
）

　午
前

10
時
～
午
後
１
時
30
分
・

河
辺
と
う
き
ゅ
う
２
階
催�

事
場

▽�

９
月
13
日
（
木
）

　午
前

10
時
～
午
後
４
時
・
中
央

図
書
館
多
目
的
室

▽�

９
月
27
日
（
木
）

　午
前

10
時
～
午
後
４
時
・
市
役

所
１
階
ロ
ビ
ー

費
用
無
料

　
　直
接
会
場
へ

問�

い
合
わ
せ

　高
齢
介
護
課

包
括
支
援
係

　自
然
災
害
が
起
き
る
た
び

に
、「
人
間
は
自
然
の
前
に

無
力
で
あ
る
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
い
つ
の
時
代
も
突
然
の

災
害
は
恐
ろ
し
い
も
の
で

す
。　御

岳
２
丁
目
467
番
地
に
あ

る
「
滝
本
の
洪
水
防
石
」
は
、

江
戸
時
代
末
期
に
、
近
く
を

流
れ
る
滝
本
川
を
横
切
る
よ

う
に
大
石
を
並
べ
て
、
洪
水

を
防
い
だ
砂
防
遺
構
で
す
。

　道
路
改
修
に
よ
り
石
は

減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

現
存
す
る
遺
構
は
、
大
小
の

巨
石
６
個
が
下
流
に
向
か
っ

て
緩
や
か
な
弓
状
に
配
さ
れ

て
い
ま
す
。

　そ
れ
ら
の
石
の
ひ
と
つ

に
「
寛
保
二
壬

み
ず
の
え
い
ぬ戌
八
月
朔つ

い

日た

ち

百
十
八
年
目

　安
政
六

己つ
ち
の
と
ひ
つ
じ
未
七
月
廿
五
日

　大
洪

水
両
度
共
此
所
ヨ
リ
推
懸

　

依
而
為
後
世
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

　今
大
石

六
引
居
置
也

　北
島
上
家

　
左
門
代
」
と
い
う
銘
文
が
刻

ん
で
あ
り
ま
す
。

　寛
保
２
（
１
７
４
２
）
年

８
月
の
大
き
な
台
風
で
、
滝

本
川
が
氾
濫
し
、
付
近
の
家

が
押
し
流
さ
れ
、
甚
大
な
被

害
が
出
ま
し
た
。
さ
ら
に
118

年
後
の
安
政
６（
１
８
５
９
）

年
、
再
び
台
風
に
よ
り
、
同

じ
場
所
か
ら
大
洪
水
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　二
度
の
災
害
に
懲
り
た
北

島
左
門
は
、
大
き
な
石
を
動

か
し
並
べ
、
水
害
を
防
ぐ
大

工
事
を
完
成
さ
せ
、
石
の
一

つ
に
二
度
の
洪
水
の
事
実
を

刻
み
ま
し
た
。

　安
政
６
年
か
ら
159
年
た
っ

た
今
日
ま
で
銘
文
が
残
り
、

他
に
例
を
見
な
い
自
然
災
害

に
関
す
る
歴
史
的
土
木
遺
産

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
30

年
６
月
１
日
、
青
梅
市
の
史

跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　現
在
は
砂
防
工
事
な
ど
で

青
梅
市
の
文
化
遺
産
20

市
指
定
史
跡　

滝
本
の
洪
水
防
石

市
文
化
財
保
護
指
導
員　

小
島
み
ど
り

企画展関連講座

青梅市の板碑 
～石に込められた中世人の想い～
　郷土博物館では、企画展「青梅市の板碑～石

に込められた中世人の想い～」を開催していま

す。

　この企画展の関連講座として、前青梅市文化

財保護審議会会長の大澤清吾氏を講師にお招き

し、「板碑とは何か」と題してご講演いただき

ます。また、講演会の後、郷土博物館に移動し

て、展示解説講座も行います。

日�時　９月８日（土）　

午後２時から

会�場　釜の淵市民館研

修室

定�員　先着８０人（予

約制）

入場無料

申�し込み　電話☎２３

－６８５９で郷土博

物館へ

　有
効
期
限
が
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
の
シ
ル
バ
ー
パ

ス
を
お
持
ち
で
更
新
を
希
望

す
る
方
は
、
９
月
中
に
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　新
し
い
パ
ス
の
有
効
期
限

は
、
発
行
日
か
ら
31
年
９
月

30
日
で
す
。

更�

新
方
法

　現
在
シ
ル
バ
ー

パ
ス
を
お
持
ち
の
方
に

は
、
東
京
バ
ス
協
会
か
ら

８
月
下
旬
に
「
シ
ル
バ
ー

パ
ス
更
新
手
続
き
の
ご
案�

内
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
対
象
者
区
分
の�

費
用
お
よ
び
必
要
書
類
を�

ご
用
意
の
う
え
、
ご
案
内

に
記
載
の
更
新
窓
口
で
更�

新
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ�

い
。

対
象
者
・
費
用
・
必
要
書
類

　下
表
参
照

※�

共
通
書
類
（
更
新
対
象
者

全
員
が
必
要
な
書
類
）
…

　

シ
ル
バ
ー
パ
ス
更
新
申
込�

書
、
現
在
使
用
し
て
い
る

シ
ル
バ
ー
パ
ス
、
本
人
確

認
が
で
き
る
書
類
（
保
険

証
ま
た
は
運
転
免
許
証

等
）

更�

新
窓
口

　自
宅
に
送
付
さ

れ
る「
更
新
窓
口
案
内
図
」

の
窓
口
で
手
続
き
を
し
て�

く
だ
さ
い
。
指
定
の
更
新

日
が
都
合
の
悪
い
方
は
、

左
表
「
更
新
窓
口
日
程
・

会
場
」
の
シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
窓
口
日
程
の
い
ず

れ
か
の
窓
口
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

新�

規
申
し
込
み

　70
歳
以
上

の
方
で
新
規
発
行
を
希

望
す
る
方
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

更
新
窓
口
で
は
、
手
続
き

が
で
き
ま
せ
ん
。

問�

い
合
わ
せ

　東
京
バ
ス
協�

会
・
シ
ル
バ
ー
パ
ス
専
用�

東
京
都
シ
ル
バ
ー
パ
ス

更
新
手
続
き

電
話
☎
03
・
６
７
５
７
・
０�

０
７
７
、
☎
03
・
４
５
３�

１
・
０
０
７
０
（
８
月
20

日
～
10
月
11
日
の
午
前
９�

時
～
午
後
５
時
〈
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
〉）、

市
高
齢
介
護
課
高
齢
者

支
援
係

　

日　程（９月） 会　場
３日（月） 成木市民センター
４日（火）、５日（水） 青梅市役所
６日（木）、７日（金） 大門市民センター
１０日（月）、１１日（火） 長淵市民センター
１２日（水）、１３日（木） 梅郷市民センター
１４日（金） 今井市民センター
１９日（水） 沢井市民センター
２０日（木） 小曾木市民センター
２１日（金） 東青梅市民センター
２５日（火）、２６日（水） 青梅市民センター
２７日（木） 河辺市民センター
２８日（金） 新町市民センター
※更新窓口の受付時間　午前１０時～午後３時３０分

更新窓口日程・会場

対象者 費用 必要書類

①�
平成３０年度の住民税が課税で、③以

外の方
２０，５１０円 共通書類のみ

② 平成３０年度の住民税が非課税の方

１，０００円

共通書類のほか、平成３０年度介護保険料納入通知書の所得段階欄に「１」～「５」

の記載があるもの、平成３０年度住民税非課税証明書（注）、生活保護受給証明書（生

活扶助）のいずれか１つ

③

平成３０年度の住民税が課税で、２９

年の合計所得金額が１２５万円以下の

方

共通書類のほか、平成３０年度介護保険料納入通知書の所得段階区分欄に「６」ま

たは「７」の記載があり、かつ合計所得金額欄の記載が１２５万円以下のもの、平

成３０年度住民税課税証明書（注）のいずれか１つ

④

平成２９年度の経過措置のうち、１７

年度の住民税が非課税であったため

１, ０００円でパスの発行を受けた方

共通書類のみ

注　�平成３０年度住民税非課税証明書・課税証明書は、市民税課（市役所１階）または各市民センターで発行しています。
※�不動産売却に係る特別控除の適用がある場合、合計所得金額から特別控除額を引いた額で所得を判断します。該当する方は、上記の必要書類と
異なる場合がありますので、お問い合わせください。

対象者・費用・必要書類

滝
本
川
の
河
床
は
低
く
な

り
、
被
害
を
受
け
る
恐
れ
は

な
く
な
り
ま
し
た
が
、「
滝

本
の
洪
水
防
石
」
は
、
自
然

災
害
の
記
憶
を
決
し
て
風
化

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
、
現

在
の
私
た
ち
に
示
し
て
く
れ

る
大
変
貴
重
な
遺
跡
で
す
。

問�

い
合
わ
せ

　郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

滝本駅 

御
岳
登
山
鉄
道

 

西東京バス折返場 

滝本の洪水防石 

※�

危
険
防
止
の
た
め
、
西
東
京
バ

ス
折
返
場
に
は
立
ち
入
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
。



　　毎週木曜日は夜間窓口の日　午後８時までご利用いただけます－市民課・保険年金課・高齢介護課・障がい者福祉課・子育て推進課・収納課・市民税課・資産税課－ ★★★★

． ． 広報おうめ
青梅市公式ツイッター（東京都青梅市＠ome_city_tokyo）では、市内で開催
されるイベント情報などを発信しています。ぜひフォロー ( 閲覧登録 )してください。

ＵＲＬ　http://twitter.com/ome_city_tokyo
ＱＲコード（ＱＲコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です）

▲青梅市公式ツイッター

．

広報おうめ「なんでも情報局アンテナ」の締め切りは、９月１５日号…８月２０日（月）、１０月１日号…９月５日（水）です。 －秘書広報課－

　市
内
に
は
都
や
市
指
定
の

無
形
民
俗
文
化
財
が
数
多
く

伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史

と
伝
統
を
守
り
現
在
ま
で
伝

承
さ
れ
て
い
る
無
形
民
俗
文

化
財
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

い
。

※ 
開
始
時
間
が
前
後
し
た

り
、
天
候
等
に
よ
り
中
止

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

武
蔵
御
嶽
神
社
太
々
神
楽

（
都
指
定
）・
夜
神
楽

日 

時

　８
月
26
日
（
日
）

　

午
後
８
時
か
ら

　

会 

場

　武
蔵
御
嶽
神
社
神
楽

殿
（
御
岳
山
）

 

虎

柏

神

社

の

祭
礼
行
事
（
都
指
定
）

日
時

▽
８
月
26
日
（
日
）

　午
後

ご利用ください 「声の広報」

　目の不自由な方へ「広報おうめ」をデイジー

ＣＤ（専用の再生機器等が必要）に録音した

「声の広報」を無料で送付しています。

　皆さんの周りに目の不自由な方がいました

ら、お声かけください。

問い合わせ　秘書広報課広報係

９
時
か
ら
（
御
殿
入
り

祭
）

▽
８
月
27
日
（
月
）

　午
後

６
時
か
ら
（
舞
楽
奉
納
）

▽
８
月
28
日
（
火
）
午
後
２

時
か
ら
（
奉
納
相
撲
）

会
場

　虎
柏
神
社（
根
ヶ
布
）

問 

い
合
わ
せ

　郷
土
博
物
館

☎
23
・
６
８
５
９

指
定
無
形
民
俗
文
化
財
を

見
に
行
き
ま
せ
ん
か

広　告

 

都
で
は
、
家
庭
の
白
熱
電

球
な
ど
と
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
を
無

償
交
換
す
る
事
業
を
新
た
な

仕
組
み
で
行
い
ま
す
。

対
象

　18
歳
以
上
の
都
民

　

※ 

１
人
１
回
ま
で
（
７
月
９

日
ま
で
に
交
換
し
た
人

も
、
８
月
15
日
以
降
は
受

け
取
り
可
）

交 

換
方
法

　白
熱
電
球
ま
た

は
電
球
形
蛍
光
灯
１
個

と
本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
、
健
康
保
険
証
な

ど
）
を
参
加
協
力
店
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。
Ｌ
Ｅ

Ｄ
電
球
１
個
を
無
償
で

交
付
し
ま
す
。

Ｌ
Ｅ
Ｄ
交
換
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

新
た
な
仕
組
み
で
開
始
し
ま
す

対 

象
の
白
熱
電
球
ま
た
は
電

球
型
蛍
光
灯

▽ 

ご
家
庭
で
使
用
中
で
あ
る

も
の
ま
た
は
使
用
し
て

い
た
も
の
（
切
れ
て
い
る

電
球
も
対
象
）

▽ 

口
金
サ
イ
ズ
が
Ｅ
26
ま
た

は
Ｅ
17
の
も
の
（
口
金
の

直
径
が
26
㎜
ま
た
は
17

㎜
）

そ 

の
他

　参
加
協
力
店
や
提

供
す
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど

の
詳
細
は
ク
ー
ル
・
ネ
ッ

ト
東
京
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

H P

http
s://w
w
w
.tok

y
o
-c
o
2
d
o
w
n
.jp
/in

d
iv
id
u
a
l/e
co
o
th
e
r/

L
E
D
-fa
m
ily/in

d
e
x
.

htm
l

を
参
照

問 

い
合
わ
せ

　ク
ー
ル
・
ネ

ッ
ト
東
京
コ
ー
ル
セ
ン
タ

ー
・

ナ

ビ

ダ

イ

ヤ

ル

　

☎
０
５
７
０
・
066
・
700
、

☎
03
・
６
７
０
４
・
４
２

９
９
、
市
環
境
政
策
課

管
理
係

「手渡し型詐欺」の被害急増中！
～犯人の　電話に出ないで　被害ゼロ～

●詐欺等被害発生状況

▷ 平成３０年（７月２６日現在）

…１３件・１，５４０万円

●手渡し型詐欺とは？

　手渡し型詐欺とは、警察官や市役所、金融庁

の職員などを騙り、自宅までキャッシュカード

や通帳を受け取りに来る手口です。

●留守番電話に設定を

　犯人からの電話を受けないことが、被害の

未然防止につながります。

●万が一電話に出てしまったら

▷慌てない！お金やカードは絶対に渡さない！

▷すぐに信用しない！相手の所属・氏名・連

絡先を尋ねて実際に確認を！

▷一人で判断せず、警察・家族に相談を！

問い合わせ　青梅警察署防犯係☎２２―

０１１０、市市民安全課市民安全係

 

な
ん
で
も
情
報
局

ア

ン

テ

ナ

（９）

３０ ８ １５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

☎
23
・
７
１
６
３

23
・
７
１
６
５

郵
送
…
〒
198
―
０
０
４
２
青
梅

市
東
青
梅
１
―
177
―
３

●
障
害
者
や
高
齢
者
の
生
活
・

就
労
・
教
育
相
談

　９
月
５
日

（
水
）
　午
後
１
時
〜
４
時
▽
福
祉

セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る
方
、
高

齢
者
▽
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　白
井
利

明
氏
、
大
澤
洋
子
氏
▽
先
着
３
人

▽
費
用
無
料
▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
か
ら

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
へ
申
し
込
み

●
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｓ
事
業

　☆
Ｃ
Ａ
Ｐ

Ｓ
サ
ロ
ン
…
９
月
５
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
▽
就
労
・
い

き
が
い
支
援
（
パ
ソ
コ
ン
指
導
）、

農
業
サ
ロ
ン
の
日
程
を
発
表

☆
手
作
り
サ
ロ
ン
…
９
月
12
日

（
水
）

　午
後
１
時
30
分
〜
４
時

▽
生
き
が
い
支
援
（
木
で
作
る

ブ
ロ
ー
チ
や
壁
掛
け
・
折
り
紙

等
の
制
作
）
☆
い
ず
れ
も
…
福

祉
セ
ン
タ
ー
▽
障
害
の
あ
る
方
、

高
齢
者
▽
初
参
加
者
無
料
、
２

回
目
以
降
会
員
制
（
年
度
会
費

１
千
円
、
家
族
会
員
制
あ
り
）

９
月
21
日
（
金
）

　午
前
10
時

50
分
〜
11
時
50
分
▽
首
の
す

わ
っ
た
０
歳
〜
歩
き
始
め
の
１

歳
児
の
親
子
▽
費
用
無
料
☆
い

ず
れ
も
…
同
園
▽
先
着
20
組
▽

20
日
の
午
前
10
時
か
ら
電
話
で

同
園
へ
申
し
込
み

☆

　催

　し

●
う
た
ご
え
喫
茶
「
ね
が
い
」
　

８
月
19
日
（
日
）
　午
後
１
時
〜

４
時
▽
新
町
市
民
セ
ン
タ
ー
▽

皆
で
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
▽

700
円
（
茶
菓
代
含
む
）
▽
青
梅
・

音
楽
を
愛
す
る
９
条
の
会

　た

い
ら
☎
090
・
１
１
２
３
・
１
９
３
４

へ
申
し
込
み

●
Ō
Ｊ
―
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ
サ
マ
ー
ラ

イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト

　８
月
26
日

（
日
）

　午
後
３
時
〜
５
時
30
分

▽
釜
の
淵
市
民
館
▽
70
年
代
の

懐
か
し
い
ポ
ッ
プ
ス
を
バ
ン
ド

演
奏
、
み
ん
な
で
歌
う
▽
二
胡

里
と
の
コ
ラ
ボ
あ
り
▽
先
着
100

人
▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場
へ

▽
有
料
駐
車
場
の
無
料
処
理
可

▽
Ō
Ｊ
―
Ｓ
ｕ
ｎ
ｓ

　本
田
☎

080
・
５
４
６
５
・
４
２
７
５

●
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
非
核
化

　

８
月
27
日(

月
）

　午
後
１
時

〜
３
時
▽
東
青
梅
市
民
セ
ン

タ
ー
▽
実
現
さ
せ
る
た
め
に
私

た
ち
は
何
が
で
き
る
か
考
え
る

▽
費
用
無
料
▽
直
接
会
場
へ
▽

ニ
ュ
ー
ス
を
語
る
会

　増
子
☎

23
・
５
２
０
７

●
犬
の
基
礎
知
識
を
学
ぼ
う

　８
月
30
日
（
木
）

　午
前
10

時
〜
11
時
30
分
▽
東
青
梅
市

民
セ
ン
タ
ー
▽
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
楽
し
く
学
べ
る
勉
強

会
▽
300
円
▽
直
接
会
場
へ
▽

ぱ
〜
わ
ん
！

　茅
野
☎
080
・

５
１
９
６
・
５
２
１
６

●
も
え
ぎ
女
声
＆
Ｂ
．Ｂ
．ジ
ョ

イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

　９
月
15

日
（
土
）

　午
後
２
時
〜
４
時

▽
秋
川
キ
ラ
ラ
ホ
ー
ル
▽
川
の

流
れ
の
よ
う
に
、
ル
ー
ジ
ュ
の

伝
言

　ほ
か
▽
小
嶺
裕
子
氏
▽

先
着
702
人
▽
費
用
無
料
▽
直
接

会
場
へ
▽
も
え
ぎ

　山
田
☎

22
・
５
０
０
２

●
青
梅
市
日
本
中
国
友
好
協
会

　

訪
中
団
員
募
集

　10
月
25
日

（
木
）
〜
29
日
（
月
）〈
４
泊
５

日
〉
▽
北
京
・
蘇
州
・
上
海
▽

市
民
▽
中
国
高
速
鉄
道
乗
車
体

験
と
江
南
水
郷
▽
17
万
３
千
円

（
羽
田
空
港
発
着
）
▽
同
協
会

事
務
局（
青
梅
商
工
会
議
所
内
）

　

☎
23
・
０
１
１
１
へ
申
し
込
み

☆

　会

　員

　募

　集

●
韓
国
語（
中
級
前
半
レ
ベ
ル
）

　

第
１
〜
３
月
曜
日

　午
前
９
時

45
分
〜
11
時
15
分
▽
新
町
市
民

セ
ン
タ
ー
▽
李イ

　金ク
ン
ダ
ン丹
氏
▽
月

額
４
千
円
▽
見
学
可
▽
韓
国
語

講
座

　橋
口
☎
23
・
７
７
５
５

●
囲
碁

　木
曜
日

　午
前
９
時

〜
正
午
▽
長
淵
市
民
セ
ン
タ
ー

▽
初
心
者
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で

囲
碁
を
楽
し
む
▽
月
額
１
千
円

▽
青
梅
囲
碁
サ
ー
ク
ル

　山
田

☎
23
・
３
０
８
４

●
社
交
ダ
ン
ス

　金
曜
日

　午

後
７
時
30
分
〜
９
時
30
分
▽

大
門
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
入
会

金
１
千
円
、
月
額
３
千
200
円

（
会
場
代
含
む
）
▽
若
葉
ダ

ン
ス
ク
ラ
ブ

　古
屋
☎
090
・

７
０
０
８
・
１
６
２
３

●
英
会
話

　土
曜
日

　初
級
…

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、
中
級

…
３
時
15
分
〜
４
時
45
分
▽
河

辺
市
民
セ
ン
タ
ー
▽
リ
ッ
ク
・

ガ
ー
ダ
イ
ヤ
氏
▽
月
額
３
千
500

円
▽
Ｅ
Ｉ
Ｆ

　大
津
☎
090
・

７
９
４
２
・
５
０
９
７

☆

　そ

　の

　他

●
鈴
虫
の
飼
育
教
室
と
無
料

配
布

　８
月
18
日
（
土
）

　午

後
１
時
〜
３
時
▽
御
岳
交
流

セ
ン
タ
ー
▽
先
着
20
人
▽
費

用
無
料
▽
直
接
会
場
へ
▽
御

岳
観
光
協
会

　師
岡
☎
090
・

８
５
８
０
・
８
２
６
９

●
福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
３
級
検
定
試
験
直
前
対
策

講
座
…
９
月
８
日
（
土
）、
15

日
（
土
）

　午
前
９
時
〜
11
時

50
分
▽
多
摩
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
学
院
▽
一
般
１
万
２
千

円
、
青
梅
商
工
会
議
所
会
員

１
万
円
※
テ
キ
ス
ト
代
、
受
験

料
含
む
▽
８
月
28
日
ま
で
に
同

会
議
所
等
で
配
布
す
る
申
込

FAX

☆
催
し(

子
ど
も
向
け
）

●
キ
ッ
ズ
バ
レ
エ
＆
ダ
ン
ス
夏

休
み
教
室

　８
月
17
日
〜
31
日

の
金
曜
日

　午
後
４
時
30
分
〜

６
時
※
幼
児
は
５
時
30
分
ま
で

▽
永
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
▽

５
歳
〜
小
学
生
▽
先
着
10
人
▽

動
き
や
す
い
服
装
、
上
履
き
、

飲
み
物
持
参
▽
費
用
無
料
▽
青

梅
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ

　

斉
藤
☎
76
・
０
９
６
６
へ
申
し

込
み

●
も
み
の
木
幼
児
園
公
開
保
育

　

９
月
10
日
（
月
）
…
英
語
体
験
、

18
日
（
火
）、
20
日
（
木
）
…

親
子
体
操

　午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分
▽
同
園
▽
未
就
園
児

の
家
族
▽
子
ど
も
用
品
バ
ザ
ー

も
開
催
▽
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ナ
氏

▽
先
着
20
組
▽
費
用
無
料
▽
直

接
会
場
へ
▽
同
園

　井
本
☎

070
・
５
５
７
１
・
６
１
０
２

●
ね
む
の
き
幼
稚
園
☎
31
・

５
４
０
０
か
ら

　☆
と
こ
と

こ
ク
ラ
ブ
…
９
月
21
日
（
金
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
10
時
30
分
▽

歩
け
る
１
〜
２
歳
児
の
親
子
▽

１
組
300
円
☆
ち
っ
ち
ク
ラ
ブ
…

※
材
料
代
別
途
▽
直
接
会
場
へ

●
視
覚
障
害
者
の
た
め
の
ス

マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
教
室

　９

月
８
日
（
土
）

　午
後
１
時

〜
３
時
30
分
※
Ｊ
Ｒ
東
青

梅
駅
に
迎
え
可
▽
福
祉
セ

ン
タ
ー
▽
視
覚
障
害
の
あ

る
初
心
者
▽
画
面
が
見
え
な

く
て
も
便
利
に
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
利
用
▽

希
望
日
時
に
合
わ
せ
て
開
催
も

可
▽
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

青
梅
▽
先
着
５
人
▽
費
用
無
料

▽
古
矢
☎
090
・
１
５
５
２
・
７

０
５
０
へ
申
し
込
み

書
に
記
入
の
う
え
、
同
会
議

所
☎
23
・
０
１
１
２
へ
直
接
、

郵
送
〒
198
―
８
５
８
５
青
梅

市
上
町
373
―
１
ま
た
は
FAX
23
・

１
１
２
２
で
申
し
込
み

●
青
梅
が
ん
サ
ロ
ン
「
ハ
ロ
ー
ラ

イ
フ
カ
フ
ェ
」
　９
月
15
日
（
土
）
　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分
▽
福
祉

セ
ン
タ
ー
▽
が
ん
患
者
さ
ん
と
家

族
▽
患
者
同
士
で
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
話
す
▽
市
立
総
合
病
院
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　飯
尾

友
華
子
氏
▽
先
着
20
人
▽
費
用

無
料
▽
（
特
非
）
ハ
ロ
ー
ラ
イ
フ

　

細
野
☎
090
・
８
８
４
６
・
２
８
１
７

へ
申
し
込
み

☆ 

体 

協 

だ 

よ 

り

☎
22
・
０
８
２
７

●
初
心
者
弓
道
教
室

　９
月
１

日
〜
10
月
20
日
の
土
曜
日
（
７

回
）

　午
後
５
時
30
分
〜
７
時

※
10
月
13
日
を
除
く
▽
永
山
弓

道
場
▽
高
校
生
以
上
▽
先
着
10

人
▽
３
千
500
円
、
高
校
生
２
千

円
▽
用
具
の
用
意
あ
り
▽
市
弓

道
連
盟
主
催
▽
体
協
事
務
局
へ

申
し
込
み

○
体
協
事
務
局
の
受
付
時
間
○

平
日
…
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

土
曜
日
…
午
前
10
時
〜
正
午

（
水
・
日
曜
日
、
祝
日
は
休
み
）

官 

公 

署 

だ 

よ 

り

●
八
王
子
都
税
事
務
所
☎
042
・

644
・
１
１
１
１
か
ら

　☆
８
月

は
個
人
事
業
税
第
１
期
分
の
納

期
…
８
月
31
日
ま
で
に
金
融
機

関
、
コ
ン
ビ
ニ
等
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。
☆
災
害
等
に
よ
り
被

害
を
受
け
た
方
に
対
す
る
都
税

の
減
免
制
度
…
納
期
限
前
の
税

金
を
被
災
の
程
度
等
に
よ
っ
て

減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

納
期
限
ま
で
に
納
税
者
本
人
か

ら
の
申
請
が
必
要
で
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



． ．広報おうめ市役所の代表ＦＡＸは２２‐３５０８です

石油系溶剤を含まないインキを使用
古紙パルプ配合率 70％再生紙を使用

次号の発行は９月１日です

（１０）３０ ８ １５

は
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

お

は

な

し

会

　日
時
＝
８
月
25
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
11
時
40
分
▽
会
場

＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝

４
歳
以
上
▽
内
容
＝
日
本
と
外

国
の
お
話
の
語
り
や
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
▽
定
員
＝
先
着
30
人

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
▽
直
接
会
場
へ

ち
っ
ち
ゃ
い
こ
の
お
は
な
し
会

　日
時
＝
８
月
26
日
（
日
）

　

午
前
11
時
～
11
時
40
分
▽
会
場

＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対
象
＝

３
か
月
児
（
首
が
す
わ
っ
て
か

ら
）
～
４
歳
児
と
保
護
者
▽
内

容
＝
手
遊
び
、
わ
ら
べ
う
た
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
▽
定
員
＝

先
着
20
人
▽
費
用
無
料
▽
直
接

会
場
へ

　８
月
の
休
館
日
は
20
日（
月
）

で
す
。

梅

郷

市

民

セ
ン
タ

ー

☎
76
・
０
４
０
４

梅
郷
図
書
館
お
は
な
し
会�

う

め

こ

の

時

間

　日
時
＝
９
月
１
日
（
土
）

　

午
前
11
時
～
11
時
20
分
▽
対
象

＝
０
歳
児
か
ら
▽
内
容
＝
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊
び
、
折

り
紙
▽
定
員
＝
先
着
30
人
程
度

▽
入
場
無
料
▽
直
接
会
場
へ
▽

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
☎

22
・
６
５
４
３

中

央

図

書

館

☎
22
・
６
５
４
３

　中
央
図
書
館
に
お
越
し
の
際

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー
図
書

点

字

図

書

中

央

図

書

館

ハ

ン

デ

ィ

キ

ャ

ッ

プ

サ

ー

ビ

ス

を

ご

利

用

く

だ

さ

い
！

問
い
合
わ
せ

　中
央
図
書
館
☎
22
・
６
５
４
３

デ

イ

ジ

ー

図

書

市

民

セ

ン

タ

ー

　通
常
の
活
字
で
は
読
み
に
く

い
方
の
た
め
に
、
文
字
の
大
き
さ

や
行
間
を
広
げ
て
作
ら
れ
て
い

る
本
を
大
活
字
本
と
い
い
ま
す
。

　視
覚
に
障
害
の
あ
る
方
ば
か

　デ
イ
ジ
ー
図
書（
録
音
図
書
）

は
活
字
を
音
声
に
し
た
録
音
図

書
で
、
視
覚
に
障
害
が
あ
り
、

図
書
館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
方
は
、
ど
な
た
で
も
利

用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図

書
館
で
所
蔵
し
て
い
な
い
デ
イ

ジ
ー
図
書
も
、
全
国
の
点
字
図

書
館
な
ど
か
ら
取
り
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　デ
イ
ジ
ー
図
書
を
聞
く
た
め

に
は
、
専
用
の
再
生
機
が
必
要

で
す
が
、
中
央
図
書
館
で
貸
し

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

再
生
機
の
購
入
を
希
望
す
る
方

は
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ
て
安

価
で
購
入
で
き
る
場
合
が
あ
り

　点
字
図
書
は
、
青
梅
市
図
書

館
の
利
用
者
カ
ー
ド
を
お
持
ち

の
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
利
用
で

き
ま
す
。
ま
た
、
中
央
図
書
館
で

所
蔵
し
て
い
な
い
点
字
図
書
も
、

全
国
の
点
字
図
書
館
な
ど
か
ら

取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

新
着
点
字
図
書

▼�

「
花
咲
小
路
二
丁
目
の
花
乃
子

さ
ん
」（
小
路
幸
也
著
・
全
４
巻
）

▼�

「
ピ
ア
チ
ェ
ー
レ

　風
の
歌

声
」（
に
し
が
き
よ
う
こ
著
・

全
２
巻
）

▼�

「
コ
ー
ヒ
ー
が
冷
め
な
い
う
ち

に
」（
川
口
俊
和
著
・
全
４
巻
）

▼�

「
和
食
の
基
本
知
識

　上
巻

（
知
識
編
）」（
す
こ
や
か
食

生
活
協
会
編
・
全
１
巻
）

▼�

「
和
食
の
基
本
知
識

　下
巻

（
レ
シ
ピ
編
）」（
す
こ
や
か

食
生
活
協
会
編
・
全
１
巻
）

▼�

「
川
床
に
え
く
ぼ
が
三
つ
」（
に

し
が
き
よ
う
こ
著
・
全
３
巻
）

▼�

「
ま
た
、
同
じ
夢
を
見
て
い

た
」（
住
野
よ
る
著
・
全
４
巻
）

▼�

「
東
京
く
ら
し
防
災
」（
東
京

都
総
務
局
総
合
防
災
部
防

災
管
理
課
編
・
全
２
巻
）

ま
す
の
で
、
障
が
い
者
福
祉
課

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

新
着
デ
イ
ジ
ー
図
書

▼��

「
身
近
な
人
が
が
ん
に
な
っ

た
と
き
に
役
立
つ
知
識
76
」

（
内
野
三
菜
子
著
）

▼�

「
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
は
な
ぜ
後
ろ
向
き
に
走
っ

た
の
か
？
」（
森
岡

　毅
著
）

▼�

「
日
本
昔
話
百
選
」（
稲
田
浩

二
編
著
）

▼�

「
か
も
め
の
ジ
ョ
ナ
サ
ン

　

完
成
版
」（
リ
チ
ャ
ー
ド
・

バ
ッ
ク
著
）

▼�
「
東
京
く
ら
し
防
災
」（
東
京

都
総
務
局
総
合
防
災
部
防

災
管
理
課
編
）

　マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
デ
イ
ジ
ー

図
書
は
、
今
ま
で
の
録
音
図
書

と
は
違
い
、
音
声
に
加
え
文
字

や
画
像
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

お
話
を
読
み
上
げ
る
だ
け
で
な

く
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
文
字
や

挿
絵
が
表
示
さ
れ
、
読
み
に
合

わ
せ
て
画
面
の
文
字
が
ハ
イ
ラ

イ
ト
（
反
転
表
示
）
さ
れ
る
の

で
、
ど
こ
を
読
ん
で
い
る
の
か

分
か
り
、
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の

方
の
読
書
支
援
と
し
て
も
活
用

い
た
だ
け
ま
す
。図
書
館
で
は
、

現
在
52
点
所
蔵
し
て
い
ま
す
。

対

面

朗

読

サ

ー

ビ

ス

　市
内
在
住
の
視
覚
に
障
害
の

あ
る
方
が
、
図
書
館
に
あ
る
本

や
新
聞
、
お
手
持
ち
の
資
料
な

ど
を
、
音
訳
協
力
者
の
朗
読
に

よ
り
対
面
で
聞
く
サ
ー
ビ
ス

（
対
面
朗
読
）
で
す
。

日�

時

　毎
日

　午
前
10
時
～
午

後
５
時

※�

休
館
日
を
除
く

※�

原
則
と
し
て
、
１
日
当
た
り

２
時
間
ま
で
。
２
時
間
以
上

を
希
望
す
る
場
合
は
要
相
談

会�

場

　中
央
図
書
館
対
面
朗
読

室
（
２
階
）

費
用
無
料

利
用
方
法
（
予
約
制
）

▽�
利
用
希
望
日
の
１
か
月
前
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
で

▽��

１
組
３
回
分
の
予
約
可
。
朗

読
を
希
望
す
る
本
の
タ
イ

ト
ル
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

※�

本
の
内
容
や
準
備
状
況
な
ど

青
梅
市
民
合
唱
団

い
こ
い
の
お
ん
が
く
か
い
＆
団
員
募
集

★
い
こ
い
の
お
ん
が
く
か
い

　青
梅
市
民
合
唱
団
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
美
し
い
合
唱
に
よ
る
名

曲
を
聴
き
な
が
ら
お
昼
の
ひ

と
時
を
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

日�

時

　８
月
27
日
（
月
）

　

午
後
零
時
20
分
～
零
時

50
分

場�

所

　市
役
所
２
階
姉
妹
都

市
コ
ー
ナ
ー

曲�

目

　風
の
盆
、
君
を
の
せ

て
、
サ
ン
ラ
イ
ズ
サ
ン
セ�

ッ
ト

　ほ
か

★

団

員

募

集

　青
梅
市
民
合
唱
団
で
は
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
？

練
習
の
見
学
も
で
き
ま
す
の

で
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

練�

習
日

　日
曜
日

　午
後
６

時
30
分
～
９
時

会
場

　釜
の
淵
市
民
館

申�

し
込
み

　同
合
唱
団

　榎

本
☎
24
・
９
６
６
７
、
市

社
会
教
育
課

第
59
回
市
民
体
育
大
会
参
加
者
募
集

問
い
合
わ
せ

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス（
一
般
の
部
）

日�

時

　９
月
２
日
（
日
）

　

午
前
９
時
15
分
競
技
開

始（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

※
予
備
日
16
日
（
日
）

会�

場

　市
民
球
技
場
テ
ニ
ス

コ
ー
ト

対�

象

　市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者

※�

中
学
生
は
中
学
生
の
部
に

未
出
場
で
あ
る
こ
と
が

条
件

種�

目

　男
子
・
女
子
・
ミ
ッ

ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
（
ペ
ア
の

年
齢
の
合
計
が
100
歳
以

上
）
の
部

費�

用
無
料

詳�

細

　市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連�

盟

　高
野
☎
080
・
２
０
１�

２
・
４
１
７
３

申�

し
込
み

　８
月
22
日
ま
で

に
直
接
総
合
体
育
館
へ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

日�

程

　９
月
30
日
～
10
月
28

日
の
日
曜
日

会�

場

　総
合
体
育
館
、
今
井

市
民
セ
ン
タ
ー

対�

象

　高
校
生
以
上

種�

目

　一
般
男
子
・
女
子
、

シ
ニ
ア
男
子
・
女
子

※�

シ
ニ
ア
男
子
は
35
歳
以

上
、
シ
ニ
ア
女
子
33
歳
以

上
で
一
般
男
子
・
女
子
と

重
複
参
加
可

競
技
方
法

　リ
ー
グ
戦

※�

参
加
チ
ー
ム
数
に
よ
り
変

更
あ
り

※�

シ
ニ
ア
男
子
・
女
子
は
親

善
試
合
形
式

費�

用

　３
千
円
（
シ
ニ
ア
は

１
試
合
１
千
500
円
）

※
当
日
集
金

詳�

細

　市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
連
盟

　桜
木
☎
090
・

４
６
１
８
・
１
６
２
３

申�

し
込
み

　９
月
１
日
ま
で

に
直
接
総
合
体
育
館
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

テ
ニ
ス
（
ダ
ブ
ル
ス
の
部
）

日�

時

　10
月
７
日
（
日
）

　

午
前
９
時
競
技
開
始
（
８

時
30
分
受
付
開
始
）

※
予
備
日
21
日
（
日
）

会�

場

　市
民
球
技
場

対�

象

　市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
、
市
テ
ニ
ス
協
会
員

種�

目

　男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
・

２
部
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス

１
・
２
部
、
壮
年
ダ
ブ
ル

ス（
２
人
と
も
50
歳
以
上
、

性
別
問
わ
ず
）

※�

２
部
は
初
級
者
を
メ
イ
ン
と

し
、
過
去
２
年
間
の
ダ
ブ
ル

ス
の
部
で
３
位
以
上
の
方
、

２
部
優
勝
の
方
は
出
場
不
可

費�

用

　１
ペ
ア
500
円
（
ボ
ー

ル
代
）

※
当
日
集
金

詳�

細

　市
テ
ニ
ス
協
会

　若

林
☎
090
・
２
１
７
３
・
９�

２
６
７

そ�

の
他

　大
会
上
位
入
賞
者

は
市
代
表
と
し
て
対
外

試
合
に
派
遣
さ
れ
る
選

手
対
象
に
な
れ
ま
す
。

申�

し
込
み

　９
月
１
日
ま
で

に
直
接
総
合
体
育
館
ま
た

は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
へ

お
は
な
し
会
「
絵
本
の
森
」

　日
時
＝
９
月
７
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
10
分
▽

会
場
＝
お
は
な
し
の
部
屋
▽
対

象
＝
２
～
４
歳
児
と
保
護
者
▽

内
容
＝
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、

紙
芝
居
等
▽
定
員
＝
先
着
15
組

▽
費
用
無
料
▽
協
力
＝
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
お
は
な
し
の

会
こ
ろ
り
ん
」
▽
直
接
会
場
へ

日

曜

納

付

窓

口

日�

時

　８
月
26
日
（
日
）

　午

前
９
時
～
午
後
４
時

問
い
合
わ
せ

　収
納
課
収
納
管

理
係

８

月

の

納

期

市
民
税
・
都
民
税
…
２
期

国
民
健
康
保
険
税
…
２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
２
期

介

護

保

険

料

…

２

期

り
で
な
く
、
小
さ
な
文
字
が
読

み
に
く
い
方
に
も
大
変
喜
ば
れ

て
い
る
資
料
で
す
。
児
童
書
に

も
「
大
き
な
文
字
の
青
い
鳥
文

庫
」
が
あ
り
ま
す
。

に
よ
り
ご
希
望
に
添
え
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ�

の
他

　Ｊ
Ｒ
河
辺
駅
周
辺
か

ら
図
書
館
ま
で
の
送
迎
を

ご
希
望
の
方
は
予
約
時
に

要
相
談

　第
51
回
青
梅
産
業
観
光
ま

つ
り
を
11
月
３
日
（
祝
）、
４

日
（
日
）
の
２
日
間
、
青
梅
市

永
山
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

し
ま
す
。
同
ま
つ
り
は
来
場
者

数
約
４
万
８
千
人
（
前
年
）
を

集
客
す
る
大
規
模
な
催
し
物
で

す
。　日

頃
の
活
動
成
果
を
発
表
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

応�

募
資
格

　市
内
で
ス
テ
ー
ジ

活
動
を
し
て
い
る
市
民
団

体
で
次
の
条
件
を
満
た
す

こ
と

▽�

当
日
５
人
以
上
で
ス
テ
ー
ジ

出
演
で
き
る
こ
と

▽�

直
近
１
年
間
で
市
内
イ
ベ
ン

ト
等
（
同
ま
つ
り
を
除
く
）

に
１
回
以
上
出
演
し
て
い

る
こ
と

出�

演
日

　11
月
３
日
、
４
日
の

い
ず
れ
か

※�

日
程
、
内
容
に
よ
り
ご
希
望

に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

※�

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
、
結
果
は
全
員
に
通
知

し
ま
す
。

出�

演
時
間

　20
分
程
度（
準
備
・

撤
収
を
含
む
）

申�

し
込
み

　８
月
31
日
ま
で
に

商
工
観
光
課
（
市
役
所
３

階
）
に
備
え
付
け
の
応
募
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、
同
課
へ

※�
応
募
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

※�

土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
５

時

第
51
回
青
梅
産
業
観
光
ま
つ
り 

ス
テ
ー
ジ
出
演
者
募
集

大

活

字

本


